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2令和２年４月号　　　　　　　　

Ⅰ
豊
か
な
自
然
　
活
力
あ
る
農

村
　
未
来
に
向
け
て
発
展
す

る
ま
ち
づ
く
り

農
家
が
安
定
し
た
農
業
経
営
に
取
り
組

め
る
よ
う
、国･

県
の
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
、関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
、各
種

支
援
施
策
を
積
極
的
に
導
入・推
進
し
て
い

き
ま
す
。

担
い
手
農
家
の
育
成
、確
保
、支
援
に
つ

い
て
は
、新
た
な
農
業・
農
村
の
６
次
産
業

化
に
取
り
組
み
、農
家
所
得
の
向
上
に
つ
な

げ
、ま
た
、農
家
の
収
入
減
少
を
補
填
す
る

収
入
保
険
制
度
の
加
入
推
進
を
図
る
た
め
、

保
険
料
の一
部
助
成
を
継
続
し
、農
家
の
経

営
安
定
に
努
め
ま
す
。

茶
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、日
本
一の
産
地

づ
く
り
と
し
て
、茶
業
経
営
の
大
型
専
業
化

や
栽
培
か
ら
加
工
販
売
ま
で
の一貫
経
営
法

人
化
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、海
外
市
場

を
見
据
え
た
、市
場
性
の
高
い
茶
の
生
産
や

Ｉ
Ｔ
化
に
向
け
た
茶
業
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

ま
た
、本
年
開
催
さ
れ
る
第
74
回
全
国

お
茶
ま
つ
り
鹿
児
島
大
会
in
南
九
州
市
の

成
功
に
向
け
、関
係
者
の
総
力
を
結
集
し

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

畜
産
業
の
振
興
に
つい
て
は
、畜
産
ク
ラ
ス

タ
ー
事
業
を
活
用
し
た
基
盤
整
備
に
努
め
、

労
力
低
減
や
飼
養
規
模
の
拡
大
に
よ
る
競

争
力
の
あ
る
産
地
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま

す
。ま
た
、生
産
者
と
関
係
機
関
が
一
丸
と

な
り
地
域
ぐ
る
み
の
防
疫
体
制
を
確
立
し
、

悪
性
家
畜
伝
染
病
の
発
生
お
よ
び
蔓
延
防

止
に
努
め
ま
す
。

Ⅱ
魅
力
と
活
力
に
あ
ふ
れ

　
　
に
ぎ
わ
う
ま
ち
づ
く
り

商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、市
商
工
会

な
ど
が
行
う
経
営
改
善
普
及
事
業
な
ど
を

支
援
し
、制
度
資
金
の
借
り
入
れ
に
対
す
る

利
子
補
給
に
よ
り
、商
工
業
者
の
育
成・経

営
基
盤
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

川
辺
仏
壇
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、伝

統
的
工
芸
品
の
価
値
あ
る
技
術
を
生
か
し

た
、新
た
な
工
芸
品
な
ど
の
開
発
や
販
路
対

策
、工
芸
会
館
を
活
用
し
た
体
験
型
観
光

の
商
品
化
に
努
め
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
推
進
に
つい
て
は
、制
度

を
活
用
し
た
地
域
の
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め

ま
す
。

企
業
立
地
の
推
進
で
は
、本
市
の
地
域
資

源
を
生
か
し
た
企
業
誘
致
活
動
に
努
め
、

地
元
企
業
の
人
材
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
、市
内

高
等
学
校
や
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
り

人
材
確
保
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

観
光
の
振
興
に
つ
い
て
は
、近
年
の
観
光

志
向
の
変
化
に
対
応
で
き
る
組
織
体
制
の

構
築
の
た
め
、南
九
州
市
観
光
協
会
の
独
立

化
を
図
り
、観
光
需
要
に
対
応
で
き
る
観

光
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

Ⅲ
人
と
物
が
行
き
交
い
快
適
で

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

道
路
は
、豊
か
な
市
民
生
活
や
活
力
あ

る
経
済・社
会
活
動
を
支
え
る
最
も
基
礎

的
な
イ
ン
フ
ラ
で
あ
り
、道
路
交
通
体
系
の

整
備
は
引
き
続
き
重
要
で
す
。

ひ
ま
わ
り
バ
ス
に
つい
て
は
、高
齢
者
な
ど

の
交
通
弱
者
に
対
し
、日
常
生
活
に
必
要
な

交
通
手
段
を
確
保
す
る
た
め
に
継
続
運
行

し
て
い
き
ま
す
。ま
た
、予
約
型
乗
合
タ
ク

シ
ー
の
路
線
拡
充
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い

令
和
2
年
度
施
政
方
針
（
抜
粋
）

　

令
和
２
年
度
は
、
第
２
次
南
九
州

市
総
合
計
画
の
前
期
基
本
計
画
の
３

年
目
、
ま
た
令
和
元
年
度
中
に
策
定

す
る
人
口
減
少
課
題
を
克
服
す
る
た

め
の
第
２
期
南
九
州
市
創
生
総
合
戦

略
の
ス
タ
ー
ト
の
年
と
な
り
ま
す
。
将

来
的
な
地
方
移
住
に
も
つ
な
が
る「
関

係
人
口
」
の
創
出
・
拡
大
な
ど
に
取

り
組
む
こ
と
お
よ
び
昨
年
度
か
ら
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン

ド
整
備
事
業
な
ど
情
報
通
信
基
盤

整
備
は
将
来
都
市
像
で
あ
る
「
人
と

自
然
が
共
生
す
る　

活
気
あ
ふ
れ
る　

住
み
よ
い
ま
ち　

南
九
州
市
」
の
実

現
に
は
欠
か
せ
な
い
社
会
資
本
で
あ

る
と
認
識
し
て
お
り
、「
住
み
た
い
・

住
み
続
け
た
い
ま
ち
」
と
思
わ
れ
る

よ
う
な
活
気
あ
ふ
れ
る
南
九
州
市
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

南九州市長
塗木　弘幸
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き
ま
す
。

市
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、快
適
な
住
環
境

を
維
持
す
る
た
め
適
切
な
維
持
管
理
に
努

め
、牧
之
内
団
地
に
つい
て
は
、継
続
し
て
敷

地
造
成
な
ら
び
に
住
宅
建
替
な
ど
の
事
業

を
計
画
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

公
園
の
整
備
に
つ
い
て
は
、本
年
10
月
に

開
催
さ
れ
る
燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま
国
体
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
の
会
場
整
備
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

移
住・定
住
の
促
進
に
つ
い
て
は
、住
宅
の

取
得
な
ど
に
対
す
る
助
成
、お
試
し
居
住
お

よ
び
空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
を
推
進
し
ま

す
。情

報
通
信
基
盤
の
整
備
に
つ
い
て
は
、光

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
整
備
計
画
を
確
実
に
進

め
、市
民
の
利
便
性
向
上
や
地
域
経
済
の
活

性
化
を
図
り
ま
す
。

Ⅳ
安
全
で
安
心
し
て
住
み
や
す
い

ま
ち
づ
く
り

環
境
保
全
対
策
の
推
進
に
つ
い
て
は
、ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
適
正
な
設
置・管
理
に
努
め
る
と
と

も
に
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
の
推
進
を
図
り
ま

す
。生

活
環
境
の
向
上
お
よ
び
公
衆
衛
生
の

推
進
に
つ
い
て
は
、日
常
生
活
に
係
る
環
境・

公
衆
衛
生
の
保
全
に
努
め
、（
仮
称
）南
薩

地
区
新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
施
設
整
備
に

つ
い
て
は
、構
成
市
と
も
連
携
し
な
が
ら
計

画
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

消
防・防
災
体
制
の
充
実
に
つ
い
て
は
、国

が
推
進
す
る
国
土
強
靭
化
地
域
計
画
を
策

定
し
、い
か
な
る
自
然
災
害
に
も
対
応
で
き

る
地
域
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

老
朽
化
し
た
危
険
な
空
き
家
に
つ
い
て

は
、空
家
等
適
正
管
理
支
援
事
業
に
基
づ

き
、除
却
推
進
を
図
り
ま
す
。

Ⅴ
み
ん
な
で
支
え
合
い
　
い
き
い

き
と
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り

地
域
保
健・医
療
の
充
実
に
つ
い
て
は
、南

九
州
市
健
康
増
進
計
画
を
指
針
と
し
て
医

療
機
関
な
ど
と
連
携
を
図
り
、各
種
保
健

事
業
、検
診
、予
防
接
種
な
ど
を
実
施
し
、

健
康
寿
命
の
延
伸
と
医
療
費
適
正
化
に
努

め
、市
民
の
健
康
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

子
育
て
支
援
体
制
の
強
化
に
つ
い
て
は
、

出
生
祝
金
の
支
給
、子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、利
用
者
支

援
セ
ン
タ
ー
、放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
な
ど
の

環
境
整
備
、子
ど
も
医
療
費
の
助
成
や
児

童
手
当
な
ど
の
支
給
に
よ
る
経
済
的
負
担

の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

母
子
保
健
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
つい
て
は
、

「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」を
設

置
す
る
と
と
も
に
、不
妊
治
療
や
養
育
医
療

の
助
成
、産
後
ケ
ア
事
業
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

介
護
保
険
事
業
で
は
、令
和
３
年
度
か
ら

令
和
５
年
度
ま
で
の
３
年
間
を
計
画
期
間

と
す
る
高
齢
者
福
祉
計
画
お
よ
び
第
８
期

介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

Ⅵ
心
の
豊
か
さ
と
創
造
力
を
育

む
教
育・文
化
の
ま
ち
づ
く
り

学
校
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
は
、個
に
応

じ
た
き
め
細
か
な
指
導
や
教
育
の
情
報
化

の
推
進
、小
中
連
携
教
育
の
充
実
な
ど
を

通
し
て
学
力
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、郷

土
の
よ
さ
を
生
か
し
た
学
習
活
動
を
重
視

し
、地
域
に
開
か
れ
た
特
色
あ
る
学
校
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

本
年
10
月
に
開
催
さ
れ
る
第
75
回
国

民
体
育
大
会
「
燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま
国

体
」と
、第
20
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

「
燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま
大
会
」に
お
い
て

は
、市
民
の
皆
さ
ま
の
記
憶
に
残
る
大
会
と

な
る
よ
う
準
備
を
進
め
ま
す
。

市
内
高
等
学
校
の
活
性
化
に
つ
い
て
は
、

生
徒
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
学
校
と
な
る
よ

う
、英
語
検
定
や
技
能
資
格
な
ど
の
取
得

促
進
に
よ
り
特
色
の
あ
る
学
校
運
営
が
図

れ
る
よ
う
、学
校
お
よ
び
関
係
団
体
と
連
携

し
て
活
性
化
を
支
援
し
ま
す
。

Ⅶ
み
ん
な
で
創
る
協
働
と
自
立

の
ま
ち
づ
く
り

地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
の
充
実
に
つい
て
は
、

地
区
全
体
で
支
え
合
う
共
生・協
働
の
地
域

づ
く
り
を
目
指
し
た
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー・プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
を
さ
ら
に
推
進
す
る
た

め
、集
落
支
援
員
を
増
員
し
、現
在
取
り
組

み
中
の
各
地
区
の
状
況
に
応
じ
た
支
援
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

行
政
改
革
の
推
進
に
つ
い
て
は
、第
２
次

行
政
改
革
大
綱
に
基
づ
き
そ
の
推
進
を
図

り
、公
共
施
設
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
維

持
管
理
し
て
い
く
た
め
に
、今
後
の
公
共
施

設
の
在
り
方
、適
正
配
置
に
つ
い
て
も
検
討

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

財
政
運
営
に
つ
い
て
は
、持
続
可
能
な
財

政
基
盤
の
確
立
に
向
け
た
財
政
構
造
改
革

の
推
進
や
歳
入
水
準
に
見
合
っ
た
歳
出
構
造

へ
の
転
換
な
ど
、南
九
州
市
財
政
計
画
を
基

本
と
し
な
が
ら
、健
全
な
財
政
運
営
に
努
め

ま
す
。



　歳出を目的別に見ると、最も大きな割合を占める
のが、市民の皆さんが安心して暮らすための福祉の
充実などに使われる民生費です。前年度に対し1.7
ポイントの減で、全体の31.5％を占めています。
　次に多いのは総務費で全体の15.5%を占め、前
年度に対し0.5ポイントの増となりましたが、これ
は、光ブロードバンド整備事業などの増によるもの
です。
　以下は公債費、農林水産業費、教育費、衛生費、土
木費、消防費の順となっています。

一　般　会　計　２28億800万円   （対前年度比＋5.9％）
特別・企業会計　１31億703万6千円（対前年度比＋3.1％）

　南九州市の令和2年度当初予算は、行政改革大綱、集中改革プランおよび長期財政計画（平成29年度策定）
に基づき、長期的な視点に立った財政運営に努めるとともに、第二次南九州市総合計画の基本計画に位置付けら
れた諸施策を確実に推進するため、効率的かつ重点的な予算編成を行いました。特に令和2年度は「子育て支援
の充実」、「教育環境の充実」や「産業の振興」など市民が住んでいて良かったと実感できるような施策に予算の重
点的な配分を行いました。
　一般会計の総額は、前年度比5.9％、12億6,200万円増の228億800万円となりました。また、一般会計と特別会
計および企業会計を合わせた予算総額は、359億1,503万6千円で、前年度比4.8％、16億5,168万7千円の増額と
なりました。

　歳入は、国や県から交付されるお金である「依存財源」と呼ばれるものが総額の66.4％を占めています。　依存財源のうち、最も多
いものは、地方自治体が一定水準の行政サービスを保つために国から交付される地方交付税で、全体の31.6％を占めており、以下、国
庫支出金、県支出金、市債（借金）の順となっています。
　一方、市が自ら賄えるお金である「自主財源」のうち、最も多いものは、市民の皆さんに納めていただく市税で、全体の16.0％を占め
ています。寄附金の主なものはふるさと寄附金によるもので、前年度に対して1.5ポイントの増加となっています。

　歳出を性質別に見ると、扶助費、人件費
および市債（借金）の償還を行う公債費で
「義務的経費」と呼ばれるものの割合が
最も多く、全体の48.6％を占めていま
す。扶助費が減となったことで、前年度に
対し1.5ポイントの減となりました。
　道路整備や基盤整備など「投資的経費」
と呼ばれる経費は全体の11.7％で、前年
度に対し0.4ポイントの増となりました。こ
れは、畜産関係補助事業費、新ごみ処理場
建設にかかる一部事務組合負担金の増な
どによるものです。委託料や備品購入費な
どの物件費については、前年度に対し0.1
ポイントの増で、全体の15.1％を占めてい
ます。

市税
36億3,944万円
（16.0%）

地方交付税
72億1,700万円
（31.6%） 歳 入

228億
800万円

国庫支出金
27億161万円
（11.8%） 県支出金

25億227万円
（11.0%）

市債　
14億9,410万円
（6.6%）

〈歳入の状況（一般会計）〉

歳 出
228億
800万円

〈性質別歳出の状況（一般会計）〉

市民1人当たりが負担する市税

※金額は、令和2年2月29日現在の住基人
口（34,703人）で計算しています。（鉱産
税、国有資産等所在市町村交付金は除く。）

市民1人当たりに使われるお金

※金額は、令和2年2月29日現在の住基人口（34,703人）で計算しています。

固定資産税
58,208円

民生費
207,032円

市たばこ税
5,807円

教育費
61,431円

農林水産業費
65,615円

土木費
40,640円

公債費
66,991円

消防費
28,728円

その他
26,459円

総額103,456円 総額657,234円

市民税
35,053円

軽自動車税
4,388円

総務費
101,970円

衛生費
58,368円

依存財源
151億6,230万円
（66.4%）

自主財源
76億4,570万円
（33.6％）

繰入金　16億3,576万円（7.2%）
使用料および手数料　4億369万円（1.8%）
寄附金　13億350万円（5.7%）

諸収入　2億5,338万円（1.1%）
繰越金　2億円（0.9%）
分担金及び負担金　1億3,477万円（0.6%）
財産収入　7,516万円（0.3%）

地方譲与税　3億2,646万円（1.4%）
法人事業税交付金　1,615万円(0.1%）
環境性能割交付金　1,390万円（0.1%）
地方特例交付金　1,100万円（0.1%）
ゴルフ場利用税交付金　1,082万円（0.0%）
株式等譲渡所得割交付金　608万円（0.0%）
交通安全対策特別交付金　600万円（0.0%）
配当割交付金　499万円（0.0%）
利子割交付金　292万円（0.0%）

地方消費税交付金
8億4,900万円
（3.7%）

扶助費
46億5,250万円
（20.4%）

人件費
41億1,421万円
（18.0%）

公債費
23億2,477万円
（10.2%）

繰出金
26億5,047万円
（11.6%）

物件費
34億3,900万円
（15.1%）

補助費等
23億5,062万円
（10.3%）

   普通建設
   事業費

26億5,893万円
（11.7%）

投資的経費
26億6,527万円（11.7%）

その他の経費
90億5,125万円
（39.7%）

災害復旧費
634万円（0.0%）

積立金 5億3,451万円（2.3%）
維持補修費 6,557万円（0.3%）
その他 1,108万円（0.1%）

令和２年度当初予算を市民１人当たりに換算すると…

令和2年度当初予算の歳入歳出状況

民 生 費
総 務 費
公 債 費
農林水産業費
教 育 費
衛 生 費
土 木 費
消 防 費
商 工 費
議 会 費
諸 支 出 金
予 備 費
災害復旧費

令和2年度区　分 令和元年度

義務的経費
110億9,148万円
（48.6%）

令和2年度　南九州市当初予算
71億8,464万円（31.5%）
35億3,867万円（15.5%）
23億2,477万円（10.2%）
22億7,705万円（10.0%）
21億3,183万円（9.3%）
20億2,553万円（8.9%）
14億1,034万円（6.2%）
9億9,696万円（4.4%）
1億9,511万円（0.9%）
1億7,205万円（0.8%）
5億3,471万円（2.3%）
1,000万円（0.0%）
634万円（0.0%）

〈目的別歳出の状況（一般会計）〉

比　較令和元年度令和2年度区　分 増減額 増減率
5.9%
0.4%
1.9%
11.1%
1.6%
皆減
皆減

30.1%
△4.2％
皆増
皆増
4.8%

12億6,200万円
4,840万円

1億1,000万円
5,990万円
8,310万円
△7,020万円

△1億3,440万円
3億4,128万7千円
△4,700万3千円
2億7,432万7千円
1億1,396万3千円
16億5,168万7千円

215億4,600万円
115億8,490万円
57億2,200万円
5億4,160万円
51億1,670万円

7,020万円
1億3,440万円

11億3,244万9千円
11億3,244万9千円

―　　　　
―　　　　

342億6,334万9千円

228億800万円
116億3,330万円
58億3,200万円
6億150万円

51億9,980万円
―　　　　
―　　　　

14億7,373万6千円
10億8,544万6千円
2億7,432万7千円
1億1,396万3千円

359億1,503万6千円合　計

一般会計
特別会計
　　国民健康保険事業特別会計
　　後期高齢者医療特別会計
　　介護保険事業特別会計
　　農業集落排水事業特別会計
　　公共下水道事業特別会計
企業会計
　　水道事業会計
　　公共下水道事業会計
　　農業集落排水事業会計

会計別の当初予算額

71億5,231万円（33.2%）
32億2,717万円（15.0%）
22億1,689万円（10.3%）
18億5,806万円（8.6%）
21億5,828万円（10.0%）
17億3,065万円（8.0%）
13億9,599万円（6.5%）
9億8,218万円（4.6%）
2億2,981万円（1.1%）
1億7,241万円（0.8%）
4億721万円（1.9%）
1,000万円（0.0%）
504万円（0.0%）

※令和2年度から農業集落排水事業および公共下水道事業は企業会計に移行します。

4令和２年４月号　　　　　　　　



　歳出を目的別に見ると、最も大きな割合を占める
のが、市民の皆さんが安心して暮らすための福祉の
充実などに使われる民生費です。前年度に対し1.7
ポイントの減で、全体の31.5％を占めています。
　次に多いのは総務費で全体の15.5%を占め、前
年度に対し0.5ポイントの増となりましたが、これ
は、光ブロードバンド整備事業などの増によるもの
です。
　以下は公債費、農林水産業費、教育費、衛生費、土
木費、消防費の順となっています。

一　般　会　計　２28億800万円   （対前年度比＋5.9％）
特別・企業会計　１31億703万6千円（対前年度比＋3.1％）

　南九州市の令和2年度当初予算は、行政改革大綱、集中改革プランおよび長期財政計画（平成29年度策定）
に基づき、長期的な視点に立った財政運営に努めるとともに、第二次南九州市総合計画の基本計画に位置付けら
れた諸施策を確実に推進するため、効率的かつ重点的な予算編成を行いました。特に令和2年度は「子育て支援
の充実」、「教育環境の充実」や「産業の振興」など市民が住んでいて良かったと実感できるような施策に予算の重
点的な配分を行いました。
　一般会計の総額は、前年度比5.9％、12億6,200万円増の228億800万円となりました。また、一般会計と特別会
計および企業会計を合わせた予算総額は、359億1,503万6千円で、前年度比4.8％、16億5,168万7千円の増額と
なりました。

　歳入は、国や県から交付されるお金である「依存財源」と呼ばれるものが総額の66.4％を占めています。　依存財源のうち、最も多
いものは、地方自治体が一定水準の行政サービスを保つために国から交付される地方交付税で、全体の31.6％を占めており、以下、国
庫支出金、県支出金、市債（借金）の順となっています。
　一方、市が自ら賄えるお金である「自主財源」のうち、最も多いものは、市民の皆さんに納めていただく市税で、全体の16.0％を占め
ています。寄附金の主なものはふるさと寄附金によるもので、前年度に対して1.5ポイントの増加となっています。

　歳出を性質別に見ると、扶助費、人件費
および市債（借金）の償還を行う公債費で
「義務的経費」と呼ばれるものの割合が
最も多く、全体の48.6％を占めていま
す。扶助費が減となったことで、前年度に
対し1.5ポイントの減となりました。
　道路整備や基盤整備など「投資的経費」
と呼ばれる経費は全体の11.7％で、前年
度に対し0.4ポイントの増となりました。こ
れは、畜産関係補助事業費、新ごみ処理場
建設にかかる一部事務組合負担金の増な
どによるものです。委託料や備品購入費な
どの物件費については、前年度に対し0.1
ポイントの増で、全体の15.1％を占めてい
ます。

市税
36億3,944万円
（16.0%）

地方交付税
72億1,700万円
（31.6%） 歳 入

228億
800万円

国庫支出金
27億161万円
（11.8%） 県支出金

25億227万円
（11.0%）

市債　
14億9,410万円
（6.6%）

〈歳入の状況（一般会計）〉

歳 出
228億
800万円

〈性質別歳出の状況（一般会計）〉

市民1人当たりが負担する市税

※金額は、令和2年2月29日現在の住基人
口（34,703人）で計算しています。（鉱産
税、国有資産等所在市町村交付金は除く。）

市民1人当たりに使われるお金

※金額は、令和2年2月29日現在の住基人口（34,703人）で計算しています。

固定資産税
58,208円

民生費
207,032円

市たばこ税
5,807円

教育費
61,431円

農林水産業費
65,615円

土木費
40,640円

公債費
66,991円

消防費
28,728円

その他
26,459円

総額103,456円 総額657,234円

市民税
35,053円

軽自動車税
4,388円

総務費
101,970円

衛生費
58,368円

依存財源
151億6,230万円
（66.4%）

自主財源
76億4,570万円
（33.6％）

繰入金　16億3,576万円（7.2%）
使用料および手数料　4億369万円（1.8%）
寄附金　13億350万円（5.7%）

諸収入　2億5,338万円（1.1%）
繰越金　2億円（0.9%）
分担金及び負担金　1億3,477万円（0.6%）
財産収入　7,516万円（0.3%）

地方譲与税　3億2,646万円（1.4%）
法人事業税交付金　1,615万円(0.1%）
環境性能割交付金　1,390万円（0.1%）
地方特例交付金　1,100万円（0.1%）
ゴルフ場利用税交付金　1,082万円（0.0%）
株式等譲渡所得割交付金　608万円（0.0%）
交通安全対策特別交付金　600万円（0.0%）
配当割交付金　499万円（0.0%）
利子割交付金　292万円（0.0%）

地方消費税交付金
8億4,900万円
（3.7%）

扶助費
46億5,250万円
（20.4%）

人件費
41億1,421万円
（18.0%）

公債費
23億2,477万円
（10.2%）

繰出金
26億5,047万円
（11.6%）

物件費
34億3,900万円
（15.1%）

補助費等
23億5,062万円
（10.3%）

   普通建設
   事業費

26億5,893万円
（11.7%）

投資的経費
26億6,527万円（11.7%）

その他の経費
90億5,125万円
（39.7%）

災害復旧費
634万円（0.0%）

積立金 5億3,451万円（2.3%）
維持補修費 6,557万円（0.3%）
その他 1,108万円（0.1%）

令和２年度当初予算を市民１人当たりに換算すると…

令和2年度当初予算の歳入歳出状況

民 生 費
総 務 費
公 債 費
農林水産業費
教 育 費
衛 生 費
土 木 費
消 防 費
商 工 費
議 会 費
諸 支 出 金
予 備 費
災害復旧費

令和2年度区　分 令和元年度

義務的経費
110億9,148万円
（48.6%）

令和2年度　南九州市当初予算
71億8,464万円（31.5%）
35億3,867万円（15.5%）
23億2,477万円（10.2%）
22億7,705万円（10.0%）
21億3,183万円（9.3%）
20億2,553万円（8.9%）
14億1,034万円（6.2%）
9億9,696万円（4.4%）
1億9,511万円（0.9%）
1億7,205万円（0.8%）
5億3,471万円（2.3%）
1,000万円（0.0%）
634万円（0.0%）

〈目的別歳出の状況（一般会計）〉

比　較令和元年度令和2年度区　分 増減額 増減率
5.9%
0.4%
1.9%
11.1%
1.6%
皆減
皆減

30.1%
△4.2％
皆増
皆増
4.8%

12億6,200万円
4,840万円

1億1,000万円
5,990万円
8,310万円
△7,020万円

△1億3,440万円
3億4,128万7千円
△4,700万3千円
2億7,432万7千円
1億1,396万3千円
16億5,168万7千円

215億4,600万円
115億8,490万円
57億2,200万円
5億4,160万円
51億1,670万円

7,020万円
1億3,440万円

11億3,244万9千円
11億3,244万9千円

―　　　　
―　　　　

342億6,334万9千円

228億800万円
116億3,330万円
58億3,200万円
6億150万円

51億9,980万円
―　　　　
―　　　　

14億7,373万6千円
10億8,544万6千円
2億7,432万7千円
1億1,396万3千円

359億1,503万6千円合　計

一般会計
特別会計
　　国民健康保険事業特別会計
　　後期高齢者医療特別会計
　　介護保険事業特別会計
　　農業集落排水事業特別会計
　　公共下水道事業特別会計
企業会計
　　水道事業会計
　　公共下水道事業会計
　　農業集落排水事業会計

会計別の当初予算額

71億5,231万円（33.2%）
32億2,717万円（15.0%）
22億1,689万円（10.3%）
18億5,806万円（8.6%）
21億5,828万円（10.0%）
17億3,065万円（8.0%）
13億9,599万円（6.5%）
9億8,218万円（4.6%）
2億2,981万円（1.1%）
1億7,241万円（0.8%）
4億721万円（1.9%）
1,000万円（0.0%）
504万円（0.0%）

※令和2年度から農業集落排水事業および公共下水道事業は企業会計に移行します。

5 　　　　　　　　令和２年４月号
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子
育
て
支
援
の
充
実

１�　
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

【
１
６
８
万
円
】

　

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
地
域

の
特
性
に
応
じ
た
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
る

ま
で
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
提
供
し
ま
す
。

２�　
学
校
給
食
費
補
助
事
業�

【
３
９
３
９
万
円
】

　

児
童
・
生
徒
の
学
校
給
食
費
の
一
部
を
助
成
し
、
子

育
て
世
代
の
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

１　
全
国
お
茶
ま
つ
り
鹿
児
島
大
会
事
業【３

１
８
万
円
】

　

本
市
で
開
催
さ
れ
る
第
74
回
全
国
お
茶
ま
つ
り
鹿
児

島
大
会
を
契
機
に
、
生
産
技
術
の
ま
す
ま
す
の
向
上
と

知
覧
茶
ブ
ラ
ン
ド
力
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

１　
市
内
高
等
学
校
活
性
化
事
業

�

　
　
【
７
７
２
万
円
】

　

各
校
活
性
化
協
議
会
の
活
動
費
を
補
助
す
る
と
と
も

に
、
在
校
生
が
受
検
す
る
各
種
検
定
の
受
検
料
の
一
部

を
助
成
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
活
性
化
と
人
材
育
成
を

目
指
し
ま
す
。

２　
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
活
用
推
進
事
業【１

５
８
５
万
円
】

　

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
導
入
に
よ
り
、
児
童
・
生
徒
の

学
習
内
容
に
対
す
る
意
欲
の
向
上
と
、
多
面
的
・
多
角

的
な
視
点
で
の
思
考
の
醸
成
を
図
り
ま
す
。

１　
集
落
支
援
員
設
置
事
業

�

　
　
　
　
【
３
５
０
万
円
】

　

市
内
各
地
区
の
状
況
を
把
握
し
、
地
域
力
の
維
持
・

強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
集
落
支
援
員
を
１
人

増
員
し
、
地
域
自
治
組
織
の
機
能
強
化
を
図
り
ま
す
。

２　
防
犯
関
係
対
策
事
業

�

　
　
　
　
　
【
１
８
１
万
円
】

　

市
内
の
主
要
交
差
点
な
ど
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
や

通
学
路
の
照
明
設
置
な
ど
、
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
ま
す
。

３　
光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
整
備
事
業

【
３
億
１
４
０
０
万
円
】

　

光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
サ
ー
ビ
ス
未
提
供
エ
リ
ア
に
お

い
て
、
通
信
事
業
者
が
整
備
す
る
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
の

費
用
の
一
部
を
負
担
し
、
市
内
に
お
け
る
情
報
通
信
格

差
の
解
消
と
市
民
や
事
業
所
の
利
便
性
向
上
を
図
り
ま

す
。

１　
地
域
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業

�

　
　
【
２
５
３
万
円
】

　

南
九
州
市
の
魅
力
を
紹
介
す
る
統
一
デ
ザ
イ
ン
の

グ
ッ
ズ
制
作
や
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
育
て
る
た
め
の
市

民
向
け
セ
ミ
ナ
ー
、
情
報
発
信
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま

す
。

２　
首
都
圏
に
お
け
る
知
覧
茶
ブ
ラ
ン
ド
力

　
　
強
化
対
策
事
業

�

【
２
９
４
２
万
円
】

　

首
都
圏
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
「
お
茶
の
ま
ち
・
南
九
州

市
」
と
し
て
の
知
名
度
（
ブ
ラ
ン
ド
力
）
の
向
上
を
図

る
た
め
、
他
産
業
と
連
携
し
た
新
商
品
開
発
や
知
覧
茶

産
地
ツ
ア
ー
の
開
催
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

  

産
業
の
振
興

  

教
育
環
境
の
充
実

  

住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

  

市
の
魅
力
発
信

令
和
２
年
度

当
初
予
算
の
特
徴

　

南
九
州
市
で
は
、
将
来
都
市
像
で

あ
る
「
人
と
自
然
が
共
生
す
る　

活

気
あ
ふ
れ
る　

住
み
よ
い
ま
ち　

南
九
州
市
」
を
目
標
と
し
て
掲
げ
、

南
九
州
市
総
合
計
画
に
基
づ
き
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
こ

で
は
、
令
和
２
年
度
の
当
初
予
算
の

特
徴
に
つ
い
て
新
規
事
業
を
中
心

に
紹
介
し
ま
す
。

令和２年４月号　　　　　　　　



7 　　　　　　　　令和２年４月号

内生産花きでみごとに創作
～南九州市フラワーコンテスト開催～市 域の力で鉄道活性化

～ＪＲ西頴娃駅リノベーション～地

蓑小学校141年の歴史に幕
～手蓑小学校閉校記念式典～手

　桜舞う３月29日、手蓑小学校で閉校記念式典が開
催されました。児童たちは、「学校休業で閉校式が延
期になり、規模も人数も縮小したけれど、両親や祖父
母も学んだ手蓑小学校と、最後のお別れができて本当
に良かった」と話し、「手蓑地区の希望に満ちた未来
を願い、ここで育ったことを誇りに、前を向いて歩ん
でいきます」と旅立ちの決意を述べました。その後、
教育長へ校旗が返納され、シンボルツリーの大楠とと
もに、141年間、1,877人の卒業生と児童たちを見守っ
てきた手蓑小学校の歴史に、幕が下されました。

▲�閉校記念碑除幕式。地域の皆さんの母校「手蓑小学校」は、多くの人た
ちの胸に生き続けます。

00歳おめでとうございます
～萩原スズ子さん（知覧町郡）～1 国展で受賞しました

～全国伝統的工芸品仏壇仏具展～全
　第24回全国伝統的工芸品仏壇仏具展が２月末に
東京都で開催され、国の指定を受けている全国13
産地から52本の出品があり、㈲古市美人仏壇店の

古市雄一郎さんが
経済産業省製造産
業局長賞、㈲大阪
屋仏壇店の大坂一
馬さんが中小企業
庁長官賞を受賞し
ました。

　３月１日、萩原スズ子さんが100歳の誕生日を
迎えられました。市長から花束とお祝い金が手渡
されると、うれしそうに受け取り「長生きします」

と元気な声でおっ
しゃっていました。
以前は美容師の先
生で、手先も器用
で塗り絵などをき
れいに描かれるそ
うです。

▲�㈲古市美人仏壇店受賞仏壇（左）と㈲大阪
屋仏壇店受賞仏壇（右）

▲�３月６日、塗木市長が施設を訪問し、施設の
皆さんと長寿をお祝いしました。

　このたび、地域の玄関口であるJR西頴娃駅の利
用促進を図るため、JR九州・頴娃高等学校・NPO
法人頴娃おこそ会・南九州市の４者協働による駅舎

内のリノベーショ
ンを実施しまし
た。明るく安心・
安全な駅舎へ生ま
れ変わったJR西
頴娃駅をぜひご利
用ください。

　２月に頴娃農村近代化センターで、第5回フラワー
アレンジ創作会と第11回市フラワーコンテストが開
催。市長賞に山下尚志さんのスターチスが、西明美

さん、岡村盛文さ
ん、福留誠さん、
生田茂雄さんが特
別賞を受賞。原和
子さんがアレンジ
部門特別賞を受賞
しました。

▲�切り花部門に 42 点、フラワーアレンジ部
門に43点の合計 83点出品がありました。

▲�頴娃高校生による作業風景



8令和２年４月号　　　　　　　　

　市では、住民に利用しやすく、行政ニーズに対応した効率的な市役所の体制とするため、４月から組織の一部を次の
とおり変更しました。

市役所の組織の一部が変わりました！　～より効果的で機能的な体制に～

各庁舎の一部の係を再編しました。
令和元年度

事　由
令和２年度

課 係 課 係
【知覧庁舎】

ふるさと振興室 ふるさと振興係 係の再編 ふるさと振興室 移住定住係
ふるさと納税係

商工観光課 観光係 係の統合 商工観光課 観光交流係交流推進係
【頴娃庁舎】

耕地林務課 入会林野整備係 係の廃止
※入会林野に係る業務は、引き続き同課林務係で行います。

▪退職［3月 31日付］▪　� 　

井　上　幸　一 南薩地区衛生管理組合
神　村　カズヨ 頴娃支所主任主査
上　村　孝　子 議会事務局参事兼議事係長
冨　永　貴　子 知覧支所主任主査
馬　場　敏　子 税務課主査
篭　原　康　介 建築住宅課主査
田　邉　源　裕 学校教育課長
冨　永　圭　一 社会教育課主幹兼社会教育係長
前　山　大　地 建設課主事
濵　田　奈津希 税務課主事
鹿　　　琳　太 建設課技師

白　坂　正　弘 知覧支所長兼選挙管理委員会書記長
下田代　まゆみ 福祉課主幹
鰺　坂　朋　子 農政課主任主査
山　脇　勝　次 企画課長
金　田　憲　明 総務課長
芝　原　和　己 監査委員事務局長
新　原　伸　一 長寿介護課長
金　田　純　子 福祉課主任主査
福　地　一　浩 南薩地区衛生管理組合
松　清　浩　一 福祉課長
本木下　裕　一 農政課長兼畜産課長

▪新規採用職員［4月１日付］▪　� 　

折　田　卓　也 耕地林務課主事
﨑　山　琳之介 畜産課主事
東　　　雄　大 商工観光課主事
若　松　正　樹 都市計画課主事
米　滿　拓　也 会計課主事
西垂水　公　哉 社会教育課主事
眞　茅　未　来 保健体育課主事

上　窪　友　美 企画課主事
福　田　一　輝 防災安全課主事
川　原　親　周 市民生活課主事
松　﨑　加帆里 健康増進課主事
霜　出　　　咲 福祉課技師
宇　都　千　晶 福祉課主事
牧之段　恵　大 長寿介護課技師
森　　　弘　貴 農政課主事

社会教育課社会教育係長 谷　口　善　郎 奄美市立小宿中学校教頭
社会教育課参事兼文化振興係長 田之上　真　一 福祉課参事兼社会福祉係長
中央公民館参事兼公民館係長 塗　木　清　久 社会教育課主任主査
保健体育課参事兼スポーツ推進係長 塗　木　光　久 建築住宅課参事兼市営住宅係長
学校給食センター参事兼管理係長 米　満　正　敏 税務課主任主査
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▪異動［4月１日付、係長級以上］▪　� 　

総務課長 別　府　　　誠 ふるさと振興室長
企画課長 東　　　成　功 市民生活課長
ふるさと振興室長 飯　伏　譲　二 会計管理者兼会計課長
市民生活課長 平　山　憲　二 教育総務課参事兼総務係長
健康増進課長 塗　木　智　子 長寿介護課参事兼介護予防支援係長
福祉課長兼福祉事務所長 有　水　志　郎 健康増進課長
長寿介護課長 下　尾　修　一 社会教育課参事兼文化振興係長
農政課長兼畜産課長 櫛下町　浩　二 農業委員会事務局長
都市計画課長 中　野　俊　裕 建設課参事兼管理係長
建築住宅課長 髙　田　浩一郎 建築住宅課長兼建築係長

知覧支所長兼選挙管理委員会書記長 辻　　　浩　昭 中央公民館長兼市民交流センターひまわり館
長

会計管理者兼会計課長 坂　元　ゆかり 会計課参事兼会計係長
監査委員事務局長 雪　丸　俊　一 都市計画課長
農業委員会事務局長 山　下　剛　志 農政課参事兼農政係長
中央公民館長兼市民交流センターひまわり館長 今　村　博　文 川辺支所参事兼地域振興係長
学校教育課長 竹　下　公　博 南九州市立川辺小学校校長

新　任 氏　名 旧　任
【課長級】

新　任 氏　名 旧　任
【係長級】

総務課参事兼行政改革推進係長 牧　田　昭五郎 選挙管理委員会事務局参事兼選挙係長
企画課参事兼広報統計係長 峯　苫　浩逸郎 福祉課参事兼生活支援係長
企画課参事兼情報政策係長 有　薗　健　彦 企画課主任主査
ふるさと振興室参事兼移住定住係長 瀬戸口　和　宏 商工観光課参事兼交流推進係長
税務課参事兼固定資産税係長 田　原　一　豊 保健体育課参事兼スポーツ推進係長
市民生活課参事兼市民係長 大　薗　　　強 企画課参事兼情報政策係長
福祉課参事兼社会福祉係長 野　中　浩　洋 企画課参事兼広報統計係長
福祉課参事兼子育て支援係長 髙　吉　秀　樹 都市計画課主任主査
福祉課参事兼生活支援係長 門之園　直　人 福祉課主任主査
健康増進課参事兼健康推進係長 桑水流　智　子 健康増進課主任主査
長寿介護課参事兼介護予防支援係長 松　清　与利子 健康増進課参事兼健康推進係長
農政課参事兼農政係長 下　野　浩　二 税務課参事兼固定資産税係長
商工観光課参事兼観光交流係長 宇　都　寿　彦 商工観光課参事兼観光係長
商工観光課参事兼商工水産係長 葛　迫　　　亮 税務課主任主査
建設課参事兼管理係長 椎　原　博　昭 建設課主任主査
建築住宅課参事兼建築係長 中　尾　浩　二 学校給食センター参事兼管理係長
建築住宅課参事兼市営住宅係長 塗　木　芳　浩 農業委員会事務局参事兼農地係長
知覧支所参事兼福祉係長 福　迫　さとこ 福祉課参事兼子育て支援係長
川辺支所参事兼地域振興係長 柞　木　浩　幸 商工観光課参事兼商工水産係長
会計課参事兼会計係長 福　留　清　幸 知覧支所参事兼福祉係長
議会事務局参事兼議事係長 川　崎　弘一郎 総務課参事兼行政改革推進係長
選挙管理委員会事務局参事兼選挙係長 前　田　伸　也 選挙管理委員会事務局主任主査
農業委員会事務局参事兼農地係長 福　永　正　司 耕地林務課参事兼入会林野整備係長
教育総務課参事兼総務係長 菊　永　英　勝 市民生活課参事兼市民係長

令和２年度

市 役 所 の 人 事 異 動
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■
期
日
＝
８
月
15
日
（
土
）

※
前
日
か
ら
の
団
体
行
動
に
な
り
ま
す
。�

■�

場
所
＝
日
本
武
道
館
（
東
京
都
千
代
田

区
）

■�

対
象
者
＝
戦
没
者
の
配
偶
者
お
よ
び
三

親
等
内
の
遺
族
。
一
般
戦
災
死
没
者
の

配
偶
者
お
よ
び
三
親
等
内
の
遺
族
。

※�

過
去
に
参
列
し
た
こ
と
が
な
い
方
を
優

先
し
ま
す
。

※�

死
没
者
１
人
に
つ
き
複
数
の
参
列
遺
族

を
認
め
ま
す
。

※��

「
次
世
代
へ
の
継
承
」
と
い
う
観
点
か

ら
「
18
歳
未
満
の
遺
族
」
に
つ
い
て
も

募
集
し
ま
す
。

■�

申
込
期
間
＝
５
月
７
日
（
木
）
～
29
日

（
金
）　

■
募
集
人
員
＝
鹿
児
島
県
か
ら
70
人

※�

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
選
考
と
な

り
ま
す
。

［
申
・
問
］
川�

福
祉
課�

社
会
福
祉
係

　
　
　
　

 

知�

・�

頴�

支
所�

福
祉
係

　

県
庁
社
会
福
祉
課

　

☎
０
９
９-

２
８
６-

２
８
３
０

「
令
和
２
年
全
国
戦
没
者
追
悼

式
」
参
列
遺
族
を
募
集
し
ま
す

　

10
月
４
日

（
日
）
～
６
日

（
火
）
に
諏
訪
運

動
公
園
お
よ
び

知
覧
平
和
公
園

で
開
催
さ
れ
る

燃
ゆ
る
感
動
か

ご
し
ま
国
体
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
競

技
会
場
を
装
飾
す
る
花
を
プ
ラ
ン
タ
ー
で

育
て
て
頂
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し

ま
す
。

■
花
の
種
類
＝
ニ
チ
ニ
チ
ソ
ウ

■�

数
量
＝
１
人
当
た
り
５
鉢
。
団
体
は
20

鉢
。

■
応
募
締
切
日
＝
５
月
29
日
（
金
）

■�

資
材
・
苗
の
配
布
時
期
＝
７
月
最
終
週

（
予
定
）

■
育
成
期
間
＝
７
月
最
終
週
～
大
会
前
日

花
の
里
親
募
集

■�

応
募
方
法
＝
事
務
局
ま
た
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
応
募
用
紙
を
記
入
し
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
、
郵
送
ま
た
は
事
務
局
窓

口
へ
持
参
。

■�

そ
の
他
＝
プ
ラ
ン
タ
ー
・
土
・
苗
の
受

け
取
り
、お
よ
び
会
場
で
の
花
の
設
置
・

撤
去
を
お
願
い
し
ま
す
。

［
担
当
］
保
健
体
育
課�

国
体
推
進
係

　

10
月
４
日
（
日
）
～
６
日
（
火
）
に
諏

訪
運
動
公
園
お
よ
び
知
覧
平
和
公
園
で
開

催
さ
れ
る
燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま
国
体
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
会
場
で
の
売
店
出
店
者

を
募
集
し
ま
す
。

■
出
店
料
（
３
日
間
分
）
＝

�

　

市
内
業
者　

３
千
円

�

　

市
外
業
者　

１
万
円

■
応
募
締
切
日
＝
５
月
29
日
（
金
）

■�

応
募
方
法
＝
応
募
用
紙
に
記
入
し
、
必

要
書
類
を
添
付
の
上
、
郵
送
ま
た
は
事

務
局
窓
口
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

詳
し
く
は
、
実
行
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
要
項
・
要
領
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

［
担
当
］
川�

保
健
体
育
課�

国
体
推
進
係

出
店
者　
募
集
！

　

県
で
は
男
女
共
同
参
画
の
基
礎
知
識

や
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
男
女
共
同
参
画
の

理
解
を
広
め
る
た
め
の
ス
キ
ル
を
学
ぶ
、

基
礎
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

■�

日
時
＝
①
６
月
６
日（
土
）、13
日（
土
）、

20
日
（
土
）、
27
日
（
土
）

　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
15
分
～
４
時
45
分

■
会
場
＝
か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー

■�

受
講
資
格
＝
男
女
を
問
わ
ず
原
則
と
し

て
毎
回
受
講
で
き
る
方

■�

受
講
料
＝
無
料
（
定
員
が
あ
り
ま
す
の

で
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
）

［
申
・
問
］
知�

企
画
課�

ま
ち
づ
く
り
推

進
係 鹿

児
島
県
男
女
共
同
参
画
基
礎

講
座　
受
講
生
募
集
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県
発
注
の
県
単
河
川
等
防
災
工
事
に
伴

い
発
生
す
る
建
設
発
生
土
の
有
効
利
用
を

図
る
た
め
、
く
ぼ
地
の
埋
め
立
て
や
低
地

の
嵩
上
げ
な
ど
を
目
的
と
し
た
建
設
発
生

土
の
受
入
地
を
募
集
し
ま
す
。

■�

工
事
場
所
＝
南
九
州
市
（
今
後
寄
洲
除

去
が
見
込
ま
れ
る
箇
所
）

■
募
集
期
間
＝
通
年（
土
日
祝
日
を
除
く
）

■
搬
入
期
間
＝
審
査
・
協
議
後

■
募
集
対
象
＝�

法
人
ま
た
は
個
人

■
受
入
条
件
（
概
略
）
＝

①�

運
搬
距
離
は
、
工
事
箇
所
よ
り
お
お
む

ね
10
㎞
以
内

②�

10
ｔ
ダ
ン
プ
で
搬
入
で
き
る
こ
と
（
敷

均
し
は
行
い
ま
せ
ん
）

③�

法
律
、
関
係
条
例
上
、
埋
め
立
て
な
ど

行
う
こ
と
が
可
能
な
土
地
で
あ
り
、
関

係
手
続
き
が
完
了
す
る
こ
と
。

④�

原
則
と
し
て
、
お
お
む
ね
５
０
０
㎥
以

上
の
受
け
入
れ
が
可
能
な
土
地

■�

申
込
方
法
＝
南
薩
地
域
振
興
局
建
設
部

河
川
港
湾
課
に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
申
込
先
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

［
申
・
問
］
南
薩
地
域
振
興
局
建
設
部
河

川
港
湾
課　

担
当
者
：
本
釜

　

☎
０
９
９
３-

52-

１
３
８
４

県
発
注
河
川
工
事
の
掘
削
土
砂

の
受
入
地
募
集

　
『
南
九
州
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
』
は
総
合

型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
し
て
市
民
の

皆
さ
ん
の
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
を
お
手
伝
い

し
ま
す
。

■
申
込
期
間
＝
随
時

■
年
会
費
（
ス
ポ
ー
ツ
保
険
料
含
）
＝

　

・
18
歳
以
下　
　
　
　

３
０
０
０
円

　

・
19
歳
以
上　
　
　
　

４
０
０
０
円

　

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
会
員　

８
０
０
０
円

■�
申
込
方
法
＝
所
定
の
入
会
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
事
務
局
ま
た
は
諏

訪
運
動
公
園
管
理
事
務
所
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※�

詳
し
く
は
、
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

［
問
］
南
九
州
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局

（
市
教
育
委
員
会
保
健
体
育
課
内
）

　

南
九
州
市
国
際
交
流
協
会
の
会
員
に
な

り
ま
せ
ん
か
？

　

南
九
州
市
国
際
交
流
協
会
で
は
、
各
種

講
座
（
外
国
語
・
料
理
）
や
楽
し
い
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
会
員
に
な
る

と
、
イ
ベ
ン
ト
や
国
際
交
流
に
関
す
る
情

報
が
届
い
た
り
、
会
員
料
金
で
参
加
で
き

る
な
ど
と
っ
て
も
お
得
で
す
。

南
九
州
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
新
年
度
会
員
募
集
中
！

国
際
交
流
協
会
の

会
員
を
募
集
中
！

■
年
会
費
＝
個
人　

１
０
０
０
円

　
　
　
　
　

団
体　

３
０
０
０
円

※
詳
し
く
は
、
事
務
局
ま
で
。

［
問
］
南
九
州
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

　
（
知�

企
画
課�

ま
ち
づ
く
り
推
進
係
内
）

　
「
道
の
駅
」
川
辺
や
す
ら
ぎ
の
郷
の
活

性
化
を
図
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
の
一
環

と
し
て
南
九
州
市
内
で
生
産
し
て
い
る
農

畜
産
物
を
活
用
し
た
新
た
な
加
工
商
品

（
６
次
産
業
化
）
を
募
集
し
ま
す
。

　

対
象
者
は
市
内
在
住
者
お
よ
び
市
内
事

業
所
・
店
舗
の
あ
る
方
で
、
現
在
取
り
組

ん
で
い
る
方
、
こ
れ
か
ら
開
発
を
お
考
え

の
方
な
ど
。

　

参
考
と
し
て
令
和
元
年
度
の
加
工
商
品

は
、「
鶏
油
（
チ
ー
ユ
）」
と
「
モ
リ
ン
ガ
ー

パ
ウ
ダ
ー
」
で
し
た
。

　

農
畜
産
物
を
活
用
し
た
新
た
な
加
工
商

品
の
開
発
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
に

つ
い
て
は
、
５
月
22
日
（
金
）
ま
で
に
お

願
い
し
ま
す
。

［
担
当
］
頴�

農
政
課�

生
産
流
通
指
導
係

新
た
な
加
工
商
品
の
開
発

を
考
え
て
い
る
方
へ

令和２年度　スポーツ教室　【健康ヨガ教室・脂肪燃焼教室・ピラティス教室】
　普段使わない筋肉を伸ばし、ゆったりとした呼吸法で心身共にリラックス。体力アップ、骨盤矯正、冷え性予防、
ストレス解消、ダイエットにつながる汗を一緒に流してみませんか。
■�日時＝７～１月（全50回予定：各教室の実施日、場
所は重複しません）
■�受講料＝3,000円（全会場の全教室受講可能）
■�申込方法＝５月29日（金）までに担当係または
頴娃・知覧文化会館にある申込書に必要事項を
記入・押印し、受講料を添えて提出。
※定員になり次第、締め切ります。（先着順）
※�新型コロナウイルス感染症拡大防止のため日程お
よび回数が変更になる場合があります。

［担当］ 川  保健体育課 市民体育係

教室名 曜日 時間 場所
健康ヨガ教室 水曜日 午後 8 ～ 9 時 知覧武道館

（15回）
脂肪燃焼教室 水曜日 〃 知覧武道館

（10回）
脂肪燃焼教室 火曜日 〃 川辺小学校体育館

（５回）
ピラティス教室 火曜日 〃 頴娃武道館

（10回）
ピラティス教室 火曜日 〃 川辺小学校体育館

（10回）
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身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
を
お
持
ち
の
方

が
所
有
す
る
軽
自
動
車
な
ど
や
、
障
が
い

の
あ
る
方
の
た
め
に
利
用
す
る
軽
自
動
車

な
ど
は
、
申
請
に
よ
り
軽
自
動
車
税
（
種

別
割
）
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
障

が
い
者
１
人
に
つ
き
１
台
に
限
ら
れ
、
自

動
車
税
（
種
別
割
）
と
軽
自
動
車
税
（
種

別
割
）
の
両
方
で
免
除
を
受
け
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

※�

身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
18
歳
未

満
の
方
、
療
育
手
帳
（
A1
か
A2
）
お
よ

び
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳（
１
級
）

を
お
持
ち
の
方
は
、
生
計
を
一
に
す
る

方
が
所
有
す
る
軽
自
動
車
な
ど
も
対
象

と
な
り
ま
す
。

■
申
請
期
限
＝
５
月
25
日
（
月
）

※�

期
限
を
過
ぎ
る
と
令
和
２
年
度
の
免
除

は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

■�

申
請
に
必
要
な
も
の
＝
障
害
者
手
帳
な

ど
、
運
転
免
許
証
、
車
検
証
、
印
か
ん

※�

前
年
度
に
軽
自
動
車
税（
種
別
割
）の
免

除
を
受
け
て
お
り
、
申
請
内
容
に
変
更
の

な
い
方
は
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※�

障
が
い
の
等
級
に
よ
り
、
免
除
が
受
け

ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
担

当
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

［
担
当
］
頴�

税
務
課�

市
民
税
係

軽
自
動
車
税（
種
別
割
）の
課
税
免
除

　
　

 　

川�

・�

知�

支
所�

税
務
係

■�

支
給
対
象
者
＝
令
和
２
年
４
月
１
日
に

お
い
て
、
戦
没
者
な
ど
に
係
る
公
務
扶

助
料
、
遺
族
年
金
な
ど
の
年
金
給
付
を

受
け
る
権
利
者
が
い
な
い
遺
族
の
う

ち
、
代
表
者
お
一
人
。

※�

「
遺
族
」
と
は
、
戦
没
者
な
ど
の
死
亡

当
時
に
既
に
生
ま
れ
て
い
た
遺
族
（
子

は
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
の
胎
児
を

含
む
）
で
、
三
親
等
内
の
親
族
。
法
律

に
よ
り
支
給
順
位
や
要
件
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

■�

支
給
内
容
＝
額
面
25
万
円
、
５
年
償
還

の
記
名
国
債

■�

請
求
期
間
＝
令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら

令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で

※�

請
求
期
間
を
過
ぎ
る
と
第
十
一
回
特
別

弔
慰
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
。

［
請
求
・
問
］
川�

福
祉
課�

社
会
福
祉
係

　
　

 　
　
　

頴�

・�

知�

支
所�

福
祉
係

　

市
で
は
、
薬
剤
購
入
に
対
し
て
、
７
割

補
助
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

戦
没
者
な
ど
の

ご
遺
族
の
皆
さ
ま
へ

第
十
一
回
特
別
弔
慰
金

が
支
給
さ
れ
ま
す

ヤ
ン
バ
ル
ト
サ
カ
ヤ
ス
デ

家
屋
侵
入
防
止
剤
購
入
助
成

■
対
象
者
＝
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方

（
事
業
所
は
補
助
対
象
外
）

■�

申
請
方
法
＝
印
か
ん
を
ご
持
参
の
上
、

担
当
係
で
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※�

自
治
会
長
が
取
り
ま
と
め
て
申
請
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

※�

自
治
会
の
共
同
防
除
に
限
り
、薬
剤（
ミ

リ
ペ
ー
ダ
、
ヤ
ス
デ
乳
剤
）
を
無
償
で

配
布
し
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

【
注
意
】

　

発
生
地
区
拡
大
の
原
因
は
、
人
為
的
な

移
動
も
考
え
ら
ま
す
。
発
生
地
区
か
ら
根

付
き
植
物
、
鉢
植
え
な
ど
を
極
力
持
ち
出

さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
や
む
を

得
ず
持
ち
出
す
場
合
は
、
移
動
前
に
薬
剤

で
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

［
担
当
］
川�

市
民
生
活
課�

生
活
衛
生
係

　
　
　

 

頴�

・�

知�

支
所�

市
民
生
活
係

　

生
ご
み
処
理
機
の
購
入
を
ご
検
討
さ
れ

て
い
る
方
に
無
料
で
貸
し
出
し
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
生
ご
み
処
理
機

等
購
入
補
助
金
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
、

併
せ
て
ご
活
用
い
た
だ
き
、
生
ご
み
の
減

量
化
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

①
生
ご
み
処
理
機
貸
出
事
業

・
市
内
に
居
住
す
る
20
歳
以
上
の
方

・
処
理
機
を
適
正
に
維
持
管
理
で
き
る
方

生
ご
み
処
理
機
の
購
入
を

お
手
伝
い
し
ま
す
！

・
簡
単
な
ア
ン
ケ
ー
ト
に
協
力
で
き
る
方

・
貸
出
期
間
は
原
則
４
週
間
以
内

②
生
ご
み
処
理
機
等
購
入
補
助
金

・
市
内
に
居
住
す
る
方

・
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
方

・
当
該
年
度
に
助
成
を
受
け
て
い
な
い
方

・
購
入
金
額
の
半
額
を
助
成
（
上
限
額

２
万
円
）

［
担
当
］
川�

市
民
生
活
課�

生
活
衛
生
係

　
　
　

 

頴�

・�

知�

支
所�

市
民
生
活
係

　

市
で
は
、
イ
ノ
シ
シ
な
ど
に
よ
る
農
作

物
へ
の
被
害
を
防
ぐ
た
め
、
電
気
柵
設
置

経
費
に
対
し
て
助
成
を
行
い
ま
す
。

■
要
件
＝

・
市
内
に
住
所
を
有
し
、
農
地
を
耕
作
し

て
い
る
方
で
、
販
売
目
的
で
あ
る
こ
と

・
電
気
柵
を
設
置
す
る
農
地
が
お
お
む
ね

10
ア
ー
ル
以
上
で
あ
る
こ
と

・
電
気
柵
の
設
置
は
新
た
に
設
置
す
る
も

の
で
あ
り
、
購
入
後
の
申
請
は
不
可

・
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

■
補
助
対
象
経
費
＝
電
気
柵
資
材
費

■�

補
助
率
＝
経
費
の
３
分
の
１
以
内
（
補

助
限
度
額
３
万
円
以
内
）

※�

同
一
年
度
に
お
け
る
申
請
は
１
回
限

り
。

［
問
］
頴�

農
政
課�

生
産
流
通
指
導
係

　

 　

知�

・�

川�

支
所�

農
林
係

農
作
物
の
鳥
獣
被
害
防
止
の
た

め
の
電
気
柵
設
置
経
費
助
成
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最
低
限
度
の
生
活
を
維
持
す
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
る
恐
れ
の
あ
る
方
を
、
生
活

保
護
に
至
る
前
の
段
階
で
細
や
か
に
支
援

し
ま
す
。

　

生
活
に
困
っ
た
と
き
は
、
相
談
窓
口
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
自
立
相
談
支
援
事
業
】

　

生
活
に
困
窮
し
て
い
る
方
が
、
生
活
保

護
を
受
給
す
る
こ
と
な
く
、
早
い
段
階
で

自
立
し
た
生
活
に
戻
れ
る
よ
う
、
支
援
員

が
相
談
を
受
け
、
問
題
に
対
応
し
た
支
援

を
提
案
し
ま
す
。

【
就
労
準
備
支
援
事
業
】

　

生
活
リ
ズ
ム
が
崩
れ
て
い
る
な
ど
就
労

に
向
け
た
準
備
が
必
要
な
方
を
対
象
と
し

て
、
一
般
就
労
の
準
備
と
し
て
の
基
礎
能

力
の
形
成
に
向
け
て
支
援
し
ま
す
。

【
家
計
改
善
支
援
事
業
】

　

家
計
か
ら
生
活
再
建
を
考
え
る
方
を
対

象
と
し
て
、
家
計
表
な
ど
を
活
用
し
て
家

計
の
状
況
を
「
見
え
る
化
」
し
、
本
人
を

含
む
世
帯
全
体
の
家
計
収
支
な
ど
に
関
す

る
課
題
の
評
価
・
分
析
し
、
状
況
に
応
じ

た
家
計
再
建
プ
ラ
ン
を
作
成
し
支
援
し
ま

す
。　

【
住
居
確
保
給
付
金
】

　

離
職
に
よ
り
住
居
を
失
っ
た
方
や
住
居

を
失
う
恐
れ
の
あ
る
方
が
、
安
心
し
て
就

職
活
動
を
行
え
る
よ
う
、
期
限
付
き
で
家

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度

～
あ
な
た
の
自
立
を
支
援
し
ま
す
～

子
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー

　

南
九
州
市
に
住
む
子
ど
も
や
そ
の
保
護

者
、
子
ど
も
た
ち
の
保
育
や
教
育
に
携

わ
っ
て
い
る
方
々
の
相
談
、
解
決
の
た
め

に
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

・
電
話
＝
０
９
９
３-

83-

１
５
３
９

・
場
所
＝
知
覧
文
化
会
館
２
階

・
受
付
日
時
＝
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
　
　
　
　
（
土
日
・
祝
日
除
く
）

［
担
当
］
川�

福
祉
課�

子
育
て
支
援
係

　

市
で
は
、
異
性
と
の
出
会
い
の
機
会
が

少
な
い
独
身
男
女
の
交
流
を
促
進
す
る
た

め
に
「
出
会
い
応
援
事
業
」
を
実
施
し
ま

す
。

　

こ
の
事
業
は
、
民
間
の
非
営
利
団
体
お

よ
び
複
数
の
企
業
な
ど
か
ら
、
柔
軟
な
発

想
に
よ
る
幅
広
い
企
画
提
案
を
募
集
し
、

審
査
を
経
て
採
択
さ
れ
た
事
業
者
に
対
し

補
助
金
を
交
付
す
る
も
の
で
す
。

　

補
助
金
の
交
付
を
希
望
す
る
団
体
な
ど

は
、
企
画
提
案
書
を
５
月
22
日
（
金
）
ま

で
に
担
当
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
補
助
金
限
度
額
＝

・
民
間
の
非
営
利
団
体
な
ど
…
10
万
円

・
複
数
の
企
業
な
ど
…
５
万
円

■
募
集
企
画
数
＝
２
企
画
程
度

［
担
当
］
知�

企
画
課�

企
画
係

「
出
会
い
応
援
事
業
」
に

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
！

の
10
割
以
内
で
、
上
限
10
万
円

　

�（
テ
ー
マ
を
設
定
し
た
話
し
合
い
活
動

の
際
の
講
師
や
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
な

ど
の
経
費
助
成
）

■�

申
込
方
法
＝
計
画
書
や
見
積
書
な
ど
の

必
要
書
類
を
企
画
課
ま
ち
づ
く
り
推
進

係
ま
た
は
各
支
所
の
地
域
振
興
係
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

申
し
込
み
に
必
要
な
書
類
の
様
式
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

■
申
請
期
限
＝
５
月
29
日
（
金
）

［
担
当
］
知�

企
画
課�

ま
ち
づ
く
り
推
進

係

　

子
ど
も
や
家
庭
、
子
ど
も
の
健
や
か
な

成
長
に
つ
い
て
国
民
全
体
で
考
え
る
こ
と

を
目
的
に
、
毎
年
５
月
５
日
の
「
子
ど
も

の
日
」
か
ら
１
週
間
を
「
児
童
福
祉
週
間
」

と
定
め
て
い
ま
す
。
次
世
代
を
担
う
子
ど

も
が
、
家
庭
や
地
域
で

心
豊
か
に
生
活
で
き
る

環
境
づ
く
り
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

５
月
５
日
～
11
日
は

「
児
童
福
祉
週
間
」
で
す

令
和
２
年
度「
児
童
福
祉
週
間
」標
語

『
や
さ
し
さ
に 
つ
つ
ま
れ
そ
だ
つ

や
さ
し
い
こ
こ
ろ
』

賃
相
当
を
支
給
し
ま
す
。

■�

対
象
＝
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
離
職
し

て
２
年
以
内
の
方

※�

資
産
な
ど
の
状
況
に
よ
り
、
給
付
を
受

け
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

※�

自
立
相
談
支
援
事
業
、
就
労
準
備
支
援

事
業
、
家
計
改
善
支
援
事
業
は
南
九
州

市
社
会
福
祉
協
議
会
が
相
談
窓
口
と
な

り
ま
す
。

　

住
居
確
保
給
付
金
は
福
祉
課
生
活
支
援

係
が
相
談
窓
口
と
な
り
ま
す
。

［
担
当
］
川�

福
祉
課�

生
活
支
援
係

　

魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
地
域

住
民
が
主
体
的
に
取
り
組
む
事
業
に
対
し

て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

■�

対
象
団
体
＝
自
治
会
、
地
区
公
民
館
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
組
織
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
な
ど

■
対
象
事
業
お
よ
び
補
助
金
額
＝

○�

ま
ち
づ
く
り
実
践
事
業
：
当
該
経
費
の

５
割
以
内
で
、
上
限
20
万
円

　

�（
む
ら
お
こ
し
、
伝
統
文
化
の
継
承
・

復
活
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
へ
の
経
費

助
成
）

○�

ま
ち
づ
く
り
人
材
養
成
事
業
：
当
該
経

費
の
６
割
以
内
の
額

　

・
国
内
研
修　

10
万
円
を
限
度

　

・
海
外
研
修　

30
万
円
を
限
度

○�

テ
ー
マ
設
定
型
実
践
事
業
：
当
該
経
費

地
域
づ
く
り
を
応
援
し
ま
す
！
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介護保険料の軽減強化について（非課税世帯対象）
　65歳以上の方の介護保険料は、南九州市の介護保険サービスにかかる費用から算出された「基準額」（月額6,400
円）をもとに、所得に応じて９段階の保険料率により定められています。
　令和元年10月に消費税率が10％へ引き上げられたことに伴い、第１段階から第３段階までの非課税世帯の方に
対する介護保険料については、国の政策により軽減強化の完全実施が図られます。（第４段階から第９段階の方は
変更ありません。）
　令和２年度の所得段階別の保険料は次のようになります。

所得段階 対象者 令和元年度 令和２年度
保険料率 年額（月額） 保険料率 年額（月額）

第１段階

生活保護受給者、世帯全員が市民税非
課税の老齢福祉年金受給者または世帯
全員が市民税非課税かつ本人年金収入
等80万円以下

基準額×
0.375

28,800円
（2,400円） 基準額×0.3

23,040円
（1,920円）

第２段階 世帯全員が市民税非課税かつ本人年金
収入等80万円超120万円以下

基準額×
0.625

48,000円
（4,000円） 基準額×0.5

38,400円
（3,200円）

第３段階 世帯全員が市民税非課税かつ本人年金
収入等120万円超

基準額×
0.725

55,680円
（4,640円） 基準額×0.7

53,760円
（4,480円）

第４段階
本人が市民税非課税（世帯に課税者が
いる）かつ本人年金収入等80万円以
下

基準額×0.90 69,120円
（5,760円） 基準額×0.90

69,120円
（5,760円）

第５段階 本人が市民税非課税（世帯に課税者が
いる）かつ本人年金収入等80万円超 基準額×1.00 76,800円

（6,400円） 基準額×1.00
76,800円

（6,400円）

第６段階 市民税課税かつ合計所得金額120万円
未満 基準額×1.20 92,160円

（7,680円） 基準額×1.20
92,160円

（7,680円）

第７段階 市民税課税かつ合計所得金額120万円
以上200万円未満 基準額×1.30 99,840円

（8,320円） 基準額×1.30
99,840円

（8,320円）

第８段階 市民税課税かつ合計所得金額200万円
以上300万円未満 基準額×1.50 115,200円

（9,600円） 基準額×1.50
115,200円

（9,600円）

第９段階 市民税課税かつ合計所得金額300万円
以上 基準額×1.70 130,560円

（10,880円） 基準額×1.70
130,560円

（10,880円）

［担当］川  長寿介護課 介護保険係・支所税務係　頴  支所 福祉係・税務課 市民税係　知  支所 福祉係・支所 税務係

　
ス
ポ
ー
ツ
活
動
、文
化
活
動
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に
最
適
な
保
険
で

す
。（
４
人
以
上
の
団
体・グ
ル
ー
プ
で
加
入
し
て
く
だ
さ
い
）

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険

団体 対　　象 加入
区分 対象範囲

年　間
掛　金

（一人）

傷害保険 賠償責任保険
支 払 限 度 額

（免責金額なし）

突 然 死
葬祭費用保険
支 払 限 度 額死亡 後遺障害

（最高）
入院

（日額）
通院

（日額）

中
学
生
以
下（
特
別
支
援
学

校
高
等
部
の
生
徒
を
含
む
）

スポーツ・文化・ボ
ランティア・地域活
動

A1
団体活動
中とその
往復中

800円 2,000万円 3,000万円 4,000円 1,500円
対人・対物賠償合算
１事故５億円
ただし、対人賠償は
１人１億円

180万円

上記団体活動に加
え、個人活動も対象 AW 1,450円

2,100万円 3,150万円 5,000円 2,000円 対人・対物賠償合算
１事故５億500万円
ただし、対人賠償は
１人１億500万円

上記以外
（個人活
動など）

100万円 150万円 1,000円 500円 対人・対物賠償合算
１事故500万円 対象外

高
校
生
以
上

スポーツ活
動 、スポー
ツ活動の指
導・審判

64歳
以下 Ｃ

団体活動
中とその
往復中

1,850円 2,000万円 3,000万円 4,000円 1,500円

対人・対物賠償合算
１事故５億円
ただし、対人賠償は
１人１億円

180万円

65歳
以上 Ｂ 1,200円 600万円 900万円 1,800円 1,000円

文化・ボランティア・
地域活動、団体員
の送迎・応援など

A2 800円 2,000万円 3,000万円 4,000円 1,500円

全年齢 危 険 度 の 高 い ス
ポーツ活動 Ｄ 11,000円 500万円 750万円 1,800円 1,000円

［
問
］（
公
財
）ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
鹿
児
島
県
支
部

　
〒
８
９
０ｰ

０
０
６
２　
鹿
児
島
市
与
次
郎
１
丁
目
４ｰ

20

　
（
公
財
）
鹿
児
島
県
体
育
協
会
内
☎
０
９
９ｰ

８
１
３ｰ

１
１
０
８

　

http://w
w

w
.sportsanzen.org/

※ 

保
険
の
申
込
用
紙
は
、
川 

保
健
体
育
課
、

　

頴
・
知 

文
化
会
館
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※熱中症および細菌性・ウイルス性食中毒
の場合、保険金額は A1 区分と同額

※熱中症および細菌性・ウイルス性食中毒
の場合、対象外
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５月の悩み相談室
　家庭や職場、子育てや介護、DV やセクハラ、ジェンダー、
LGBTQ のことなど悩みを抱えている方、どんなことでもお
気軽にご相談ください。専門のカウンセラーが相談に応じ、
秘密は固く守られます。
■相談日時＝５月 16 日（土）午後１時～５時（１人 50 分程度）
■場所＝ちらん夢郷館
■完全予約制＝毎月１回開催されます
　予約受付時間　午前９時～午後５時（土日・祝日を除く）
　☎ 0993-83-2511（相談室予約専用内線 2222）

[ 担当 ] 知  企画課 まちづくり推進係

令和２年度からの学校給食費について

１　補助対象者
（１）市内に住所を有し、南九州市立小学校および中学校に在籍している児童生徒の保護者
（２）市内に住所を有し、特別支援学校（小学部および中学部に限る）に通学する児童生徒の保護者
※ 　いずれかに該当する方であっても、他の補助制度により給食費の支給を受けている場合は、補助

の対象となりません。
２　補助金額　児童生徒１人当たり月額 1,500 円が上限となります。
３　補助金交付申請の手続き
〇　市立小中学校に在籍している方は、学校を経由して手続きをしていただくことになります。
〇　特別支援学校に通学する方は、学校給食センターで直接手続きをしていただくことになります。

【改定後：令和 2 年度】月額
学校給食費 補助額 保護者負担額

幼稚園 3,600 円 　　0 円 3,600 円
小学校 4,100 円 1,500 円 2,600 円
中学校 4,800 円 1,500 円 3,300 円

【改定前：令和元年度】月額
学校給食費

幼稚園 3,500 円
小学校 3,800 円
中学校 4,300 円

［担当］知  学校給食センター 管理係

合併処理浄化槽への転換のお願い
南九州市では、快適な生活と河川などの環境保全のため、生活排水を適切に処理することを目的に、合併

処理浄化槽への切り替えに対し補助金制度を設けています。
この機会にぜひ、合併処理浄化槽への切り替えをご検討ください。

※公共下水道区域、農業集落排水施設区域の方はその施設への接続をお願いします。
令和 2 年度補助金額

人槽区分 新規 単独処理浄化槽からの設置替え くみ取り便槽からの設置替え
5 人槽 166,000 円 467,000 円 422,000 円
7 人槽 207,000 円 549,000 円 504,000 円
10 人槽 274,000 円 683,000 円 638,000 円

その他
・単独処理浄化槽を撤去した場合は、その経費（上限 9 万円）を加算
・単独処理浄化槽から合併処理浄化槽への転換に伴う宅内配管工事費（上限 30 万円）を加算
・補助金額の見直し（単独処理浄化槽もしくは、くみ取り便槽から設置替えする場合）

［担当］川  市民生活課 環境保全係

　学校給食費について、令和２年度より次表のとおり改定されます。
　また、令和２年度より子育て支援を推進するため、市立小中学校および特別支援学校に在籍する児
童生徒の保護者が負担する学校給食費の一部補助が始まります。
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令和２年度　集団健（検）診のお知らせ

２人に１人 ３～４人に１人 約90％が治ります
がんになる割合 がんで亡くなる割合 早期にでがんが発見された場合

がんの早期発見には、定期的に検診を受診することが必要です。
健（検）診の申し込みとなる「健康診査等受診希望調査票」の提出は、お済みですか？
提出されていない方には、健（検）診の案内が届きません。
今なら、まだ間に合います！知覧保健センターへご連絡ください。

特定健診（肺・大腸・胃がん検診（夜間は不可）も一緒に受診できます）
特定健診（国民健康保険の方が対象） 特定健診夜間検診

頴娃 ７月 26日（日）～ 29日（水） ７月 29日（水）

知覧 ７月 31日（金）～８月３日（月） ７月 30日（木）

川辺 ７月 16日（木）・７月 18日（土）～ 20日（月） ７月 17日（金）

肺がん・大腸がん検診
肺・大腸がん検診（午後から実施） 午前から実施 夜間実施

頴娃 ７月 26日（日）～ 29日（水）の午後 ８月６日（木）・７日（金） ７月 29日（水）

知覧 ７月 30日（木）～８月３日（月）の午後 ８月 11日（火）・12日（水）７月 30日（木）

川辺 ７月 16日（木）～ 20日（月）の午後 ８月４日（火）・５日（水） ７月 17日（金）

乳がん・子宮頸がん検診
乳・子宮頸がん検診

頴娃 ９月 23日（水）～ 26日（土）

知覧 ９月 28日（月）～ 10月２日（金）

川辺 ９月 15日（火）～ 19日（土）

胃がん検診
胃がん検診

頴娃 11 月９日（月）～ 13日（金）

知覧 11 月 30日（月）～ 12月４日（金）

川辺 11 月 16日（月）～ 20日（金）

検診会場
頴娃 頴娃保健センター

知覧 知覧保健センター

川辺 川辺保健センター

※住所地に関わらず、ご都合の良い会場で受診できます。

お問い合わせ・申し込みは、知覧保健センター（☎0993-58-7221）まで
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予防接種 　市では、子どもと大人の予防接種に助成（全額または一部）を行っています。
　お手元に予診票が届いたら、計画的に予防接種を受けましょう。

予防接種の種類 ワクチン 回数等 予診票の送付時期 対象者 備考
A類　病気のまん延を防止する目的で実施する予防接種。有効期限内の接種費用は無料です。
BCG 不活化 １回 生まれた月の翌月下旬 １歳未満
B型肝炎 不活化 ３回 生まれた月の翌月下旬 １歳未満

Hib 不活化
初回（３回）生まれた月の翌月下旬

生後２月～
生後60月未満
（５歳未満）

追加（１回）１歳のお誕生月の翌月中旬

小児肺炎球菌 不活化
初回（３回）生まれた月の翌月下旬
追加（１回）１歳のお誕生月の翌月中旬

４種混合
（ジフテリア・
百日せき・破傷風・

ポリオ）
不活化

１期初回
（３回） 生まれた月の翌月下旬 生後３月～

生後90月未満
（７歳６月未満）１期追加

（１回） １歳のお誕生月の翌月中旬

MR（麻しん風しん）
１期 生 １回 １歳のお誕生月の翌月中旬

生後12月～
生後24月未満
（２歳未満）

MR（麻しん風しん）
２期 生 １回 ６歳になる年度の４月 当該年度内に6歳に

なる児童

MR（麻しん風しん）
５期 生 １回

令和２年４月中
昭和47年4月2日～昭和54
年4月1日生まれの男性に
は送付済

昭和37年4月２日～
昭和54年４月１日
生まれの男性

令和３年度まで実施
抗体検査で抗体の有
無を確認してから接
種

水痘 生 ２回 １歳のお誕生月の翌月中旬 １歳以上３歳未満

日本脳炎 不活化

１期（３回）３歳のお誕生月下旬 ３歳以上７歳半未満
２期（１回）９歳のお誕生月下旬 ９歳以上１３歳未満

２期（特例）18歳になる年度当初
平成７年４月２日～
平成19年４月１日
生まれの方

※�接種期限は20歳未
満

２種混合
（ジフテリア・

破傷風）
不活化 １回 小学校６年生時の年度当初 11歳以上13歳未満

子宮頸がん 不活化 ２回／３回 ※１ 小学6年生～高校１
年相当の女子

B類　個人の病気を予防する目的で実施する予防接種。市の助成額と接種費用の差額は自己負担金となります。

季節性
インフルエンザ 不活化 １回 ９月下旬 65歳以上の方

市助成額：1,000円
年齢基準日：令和２
年10月1日

成人用肺炎球菌 不活化 １回 ５月上旬
令和２年度に65歳、
70歳、75歳、80歳、
85歳、90歳、95歳、
100歳になる方

市助成額：3,000円
過去に成人用肺炎球
菌の予防接種を受け
た方は対象外です。

任意接種　基本的に自己負担で受ける予防接種ですが、対象者には市が接種費用を一部助成します。

季節性
インフルエンザ 不活化 ２回 ９月下旬 生後６月※２～小学

校６年生

市助成額：1回1,000
円（計２回）
予診票の再発行はで
きません。

※１　積極的な接種勧奨を一時差し控えています。接種を希望する方は、知覧保健センターまでお問い合わせください。
※２　令和２年４月１日以降に生まれた方は、生後６月になったら知覧保健センターまでお問い合わせください。
◆お問い合わせ先　知覧保健センター（保健予防係）　0993-58-7221

市から郵送で予診票が届く 医療機関に電話予約 予診票に記入 予約した医療機関で予防接種
お子さんの母子手帳を忘れずに！

予防接種
の
受け方
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税務署からのお知らせ
○申告所得税及び復興特別所得税・消費税及び地方消費税の振替期日の変更について
　令和元年分の確定申告の振替納付日は、申告期限・納付期限が令和２年４月16日（木）に延長され
たことに伴い、次のとおり変更になりました。
■申告所得税及び復興特別所得税� � 令和２年５月 15日（金）
■消費税及び地方消費税（個人事業者）　� 令和２年５月 19日（火）
　口座振替をご利用いただく場合は、申告期限までに税務署または希望する預貯金口座の金融機関へ
「振替納税」の手続が必要となります。
　なお、振替納税による口座引き落としができなかった場合は、法定納期限の翌日から延滞税がかか
ることになりますので、預貯金残高や振替納税口座から他の公共料金などの引き落としがないかなど
を必ずご確認ください。
　ご不明な点がありましたら、最寄りの税務署にお尋ねください。
○新型コロナウイルス感染症の発生に伴い、国税が一時に納付できない方のために猶予制度があります
　新型コロナウイルス感染症の発生に伴い、財産に相当の損失を受けた場合や売上の急減により納付
資力が著しく低下した場合など、所定の要件に該当するときは、税務署に申請することにより、猶予
制度が適用される場合があります。猶予制度に関する詳しい内容や、申請に必要な書類などについては、
最寄りの税務署（徴収担当）にお尋ねください。

［問」知覧税務署（電話0993-83-2411）※自動音声案内

市民参加の手続きについて
　南九州市みんなのまちづくり参加条例に基づき、令和２年度の実施予定をお知らせします。

市民参加の対象となる政策など 市民参加の方法 実施予定 担当課
１ 南九州市創生総合戦略 　審議会 8 月頃 知  企画課

２ 南九州市過疎地域自立促進計画 　パブリックコメント
　審議会

8 月頃
9 月頃 知  企画課

３ 南九州市景観計画 　ワークショップ
　アンケート

8 月頃
12 月頃 知  都市計画課

４ 第三期南九州市教育振興基本計画 　パブリックコメント 12 月頃 川  教育総務課
５ 南九州市国土強靭化地域計画 　パブリックコメント 10 月頃 知  防災安全課
６ 第６期障害福祉計画・第２期障害児福祉計画 　パブリックコメント 12 月頃 川  福祉課
７ 南九州市学校施設長寿命化計画 　パブリックコメント 1 月頃 川  教育総務課
８ 南九州市高齢者福祉計画及び第８期介護保険事業計画 　パブリックコメント 2 月頃 川  長寿介護課

９ 市政懇談会
（市長とまちなかミーティング、市長と語る会） 　ワークショップ 時期未定 知  総務課

各市民参加手続きの具体的な内容については、各担当課へお問い合わせください。
［担当］ 知  企画課 まちづくり推進係

令和２年度職業訓練指導員（48時間）講習のお知らせ
　この講習は、職業訓練指導員（職業訓練において訓練を担当する者）として必要な能力を付与するため、厚生労
働大臣の指定する講習実施要領により実施するものです。
■ 期日＝７月 28 日（火）、29 日（水）、30 日（木）、８月４日（火）、５日（水）、６日（木）の計６日間
■時間＝午前９時～午後５時
■ 場所＝鹿児島高等技術専門校（鹿児島市草牟田２丁目 36-39）
■受講資格（主なもの）＝
① 技能検定（国家検定）の１級・単一等級合格者、② 職業能力開発校修了者で４年～ 10 年の実務経験者、
③ 学校教育法による免許種類に関する学科を修めた者で、大学卒者２年、短期大学・高等専門学校卒者４年、高等

学校卒者７年の実務経験のある者
■ 受付期間＝５月 18 日（月）～ 29 日（金）必着（土・日曜日は除く）
■ 定　　員＝ 30 人（定員になり次第締め切ります）
■ 受 講 料＝ 15,600 円（テキスト代込み）
※ 受講案内、受講申請書は鹿児島県職業能力開発協会のホームページよりダウンロードできます。

［申・問］鹿児島県職業能力開発協会（鹿児島市錦江町９-14）　☎ 099-226-3240
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子育て世帯＆南九州市への移住者のマイホーム取得を応援します !!
住宅取得の際に、移住定住促進対策補助金を利用される場合、
【フラット 35】の借入金利を一定期間引き下げます。
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�金利引き下げ期間　当初５年間
�金利引き下げ幅�【フラット35】の借入金利から

年▲ 0.25％

移住定住促進対策補助金
最大 140 万円

※要件により補助金額は変わります。
※詳しい内容は市ホームページを

ご確認ください。

南九州市移住定住促進対策補助金の対象者
〇市内居住者
・補助金交付申請日時点で満 50 歳未満の方
・南九州市内において、住宅（新築、建売、中古）を購入またはリフォームされる方
〇市外居住者（転入者）
・ 南九州市外から南九州市に転入し、住宅を購入、リフォームされる方（転入後の場合は，転入後 60 日以内

の申請に限る）

【フラット 35】の金利引き下げをご利用いただくには・・・
〇子育て支援型（市内居住者）の場合
・申請者が満 50 歳未満で現在同居し扶養する中学生以下のお子さまがいること
〇地域活性化型（転入者）の場合
・南九州市外から南九州市に転入すること
※ 【フラット 35】子育て支援型・地域活性化型のご利用にあたっては、南九州市移住定住促進対策補助金の

交付を受けることが必要です。

【フラット 35】を利用する場合の「手続き」や「返済額の軽減効果」については、住宅金融支援機構九州支
店地域営業グループへお問い合わせください。
電話：092-233-1507（土日祝日、年末年始を除く平日 9：00 ～ 17：00）

［担当］知  ふるさと振興室　移住定住係

【フラット 35】
子育て支援型・地域活性化型

南九州市

介護相談・認知症相談は、南九州市地域包括支援センター
（0993-56-1111）へお気軽にご相談ください。～ 一人で抱え込まないで早めに相談を！ ～

▶ご存じですか？加齢による物忘れと認知症による物忘れの違い
　加齢による物忘れと認知症による物忘れには違いがあります。気にな
る方は一度チェックしてみてください。物忘れが気になる方は、かかり
つけ医や地域包括支援センターへご相談ください。

シリーズ 認知症

認知症について正しく知る②
加齢による物忘れ

　□　経験したことが部分的に思い出せない
　□　目の前の人の名前が思い出せない
　□　物の置き場所を思い出せないことがある
　□　何を食べたか思い出せない
　□　曜日や日付を間違えることがある

認知症による物忘れ
　□　経験したこと全体を忘れている
　□　目の前の人が誰なのか分からない
　□　置忘れ・紛失が頻繁になる
　□　食べた事じたいを忘れている
　□　月や季節を間違えることがある

※�シリーズ③回目
は、MCI 軽度認
知障害について
説明します。
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アグリ温泉入浴券の払い戻し

20令和２年４月号　　　　　　　　

ねぷたポロシャツ販売

☆☆☆ 南九州市内に山林をお持ちの方へ ☆☆☆　　森林経営管理制度がスタートしました
経営管理が行われていない森林について市が仲介役となり、森林所有者と林業経営者をつなぐシステムを構築します

①意向を確認
　南九州市が森林所有者に、所有森林を今後どのように経営管理を行っていくか、意向調査のアンケートを実
施します。
②経営管理を委託
　南九州市に委託したいと回答を頂いたときは、森林の調査を行い、南
九州市と協議の上、経営管理の委託業務手続きを行います。
　◎意向調査（アンケート）実施対象地区
　R2 ～ R4 年でアンケート予定地区。
　【頴娃地域】　郡地区　林班　56・57、61 ～ 69 地区
　【知覧地域】　永里・郡地区　林班　27 ～ 30、32・33 地区
　【川辺地域】　野崎地区　林班　43・44、51 ～ 55 地区
　ほかの地区も順次調査を実施していきます。

森林所有者
経営管理を委託

市役所

意向調査
（今回のアンケート）

❶

協議

❷

南九州市に森林の経営管理を委託した場合

③経営に適した森林
「意欲と能力のある林業経営者」
に経営管理を再委託。

④林業経営に適さない森林
南九州市が森林を調査し、必要に応
じて施業を行い管理します。

※森林や土地の所有権を市や林業事業体に移転するものではありません。
※様々な状況を踏まえた上で委託をお受けするかどうか判断します。必ずしも希望をお受けするものではありません。
※この制度は、所有者の同意なしに伐採するものではありません。経営管理の方針は、所有者の意向を踏まえて決定します。

適切に経営管理を実施していない森林

［担当］頴  耕地林務課 林務係

➡ ➡

➡

　第25回記念の祭り開催に伴い、期間限定「ねぷた
祭」のロゴ入りポロシャツ・Ｔシャツ（ジュニアのみ）
を販売します。個人または職場単位で、ぜひ、ご購入
ください！
ポロシャツ　1枚　2,500円（数量限定です）
Ｔシャツ　　1枚　2,300円（サイズ限定）
※ Ｔシャツ（ジュニアのみ）は受注販売となりますの

で、販売店へご相談ください。
※色は「生地：ブラック、文字：シルバー」
※販売場所：くらもと写真館　☎0993-83-2326
【問】知覧ねぷた祭実行委員会事務局（商工観光課内）

　アグリ温泉について、当面の間再開のめどが立たないため、
入浴券の払い戻しを行います。
　アグリ温泉の入浴券をお持ちの方は、頴娃観光開発公社まで
ご連絡ください。
　換金期間：令和 2 年 4 月 1 日（水）～ 5 月 31 日（日）
　　　　　　午前９時～午後５時

 【問い合わせ先】0993-36-3535　頴娃観光開発公社



 南九州市での開催競技はなんだろう？
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お手数ですが
63 円切手を

お貼りください

20 3 9798
POST CARD

フリガナ
◎ご氏名

年齢／　　　　　歳　　性別／　男 ・ 女
広報紙掲載の場合のお名前の表記

本名・匿名・イニシャル

ペンネーム（　　　　　　　　）

※記入がない場合、実名で記載させてもらいます。
◎ご住所　〒　　　－

電話（　　　　　）　　　　－

南九州市役所
企画課 行

広
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を
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、
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、
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ど
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何
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い
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63
円
切
手
を
貼
っ
て
ポ
ス
ト
か
ら
郵
送
す
る
か
、

市
役
所
の
各
庁
舎
に
設
置
し
て
あ
る
『
ご
意
見
箱
』

へ
ご
投
函
く
だ
さ
い
。

⬅点線に沿って切り取って
　ください。
　（官製はがきでも可）

File.96
第20回

全国障害者スポーツ大会

～ 燃ゆる感動かごしま大会 ～

 全国障害者スポーツ大会とはなんだろう？
　障害のある選手が競技などを通じ、スポーツの楽し
さを体験するとともに、国民の障害に対する理解を深
め、障害者の社会参加の推進に寄与することを目的に
開催される障害者スポーツの全国的な祭典です。

ソフトボール（知的）とフットベースボール（知的）の
２種目が開催されます！

かごしま大会：10月 24日（土）・25日（日）
場　所：知覧平和公園多目的球場・陸上競技場

※ �5 月 17 日開催のリハーサル大会については、新型コロナウイル
ス感染症への感染防止のため中止となりました。

ソフトボール フットベースボール
　ルールは一般のソフト
ボールとほぼ同じですが、
盗塁やスクイズは認められ
ていません。

　ソフトボールのルールが
基本ですが、バットやグロー
ブは使わずに、ピッチャー
がサッカーボールを股の下
から転がし、キッカーがそ
れを蹴って競技します。



◆ 広報紙を読んだ感想、取り上げてほしい記事、最近笑ったこと、身近な話題などお書き
ください。（広報紙で紹介させていただく場合がありますので、ご了承ください）

南九州市の情報は、ホームページから
でもご覧になれます。
ホームページ
https://www.city.minamikyushu.lg.jp/
またはモバイルサイト

スマートフォンやタブレットからも、
南九州市の情報をご覧いただけます。

点線に沿って切り取ってください。➡
（官製はがきでも可）
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が
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南九州市ホームページからも
『おたより』受け付けます

　毎月、広報紙を読んだ感想、身近な
話題など『おたより』をお寄せいただ
きありがとうございます。
　『おたより』については、従来どおり
郵送での受け付けに加え、南九州市ホー
ムページからも送ることができます。

南九州市ホームページ
（https://www.city.minamikyushu.lg.jp/）

の広報紙ページを選んで
入力してください。

◆読者アンケート
　４月号の広報紙の中で、気に入ったものの番号 3 つに○印をつけてください。
　１　令和 2 年度施政方針、予算　　　２　まちの話題　　　３　行政情報
　４　街かど探偵　　　　　　５　おたより　　　　　　　　６　レシピ　
　７　図書館だより　　　　　８　ケンゾウレンジャー　　　９　学芸員通信
　10　お誕生・おくやみ　　　11　くらしのカレンダー

22令和２年４月号　　　　　　　　

（令和２年５月20日消印有効）
当選は、商品の発送をもって
かえさせていただきます。

プレゼント品を提供いただける方を募集します。
企画課広報統計係☎ 0993-83-2511 
知覧庁舎内線 2050 まで。

を ３人の方にプレゼント ！

［ 川浩農園 ］さんより
おたよりをくださった方の中から

『 川浩農園　の
　かわなべメロン２個入り 』

®

南薩縦貫道
川辺インター

至川辺市街
至鹿児島市

至
鹿
児
島
市

至
知
覧

直売所

国道225線

バンビー、ユウカ、タカミの
メロン直売です。

期間限定：５月中旬～６月極上旬

メロンのぼりが目印です！

▢ 自家栽培
　南九州市川辺町野崎 3295

　　川浩農園
　　　　　　☎ 0993-56-2295

®
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　４月は入学・卒業・就職・退職などで周りの環境が大きく変わる時期です。
　会社を退職された方やその配偶者の方、引越しをされた方などは、国民年金の加入・変更手続きが必要にな
ります。
　国民年金の手続きは早めに済ませましょう。
●国民年金保険料は納付期限までに納めましょう
　令和２年度の国民年金保険料は、月額16,540円です。
　保険料は、日本年金機構から送付される納付書により、金融機関・郵便局・コンビニエンスストアで納めること
ができます。
　また、クレジットカードやインターネットなどを利用しての納付、そして便利でお得な口座振替もあります。
　日本年金機構では、国民年金保険料を納付期限までに納めていただけない方に対して、電話・文書・訪問によ
り早期に納めていただくよう案内を行っております。
　未納のまま放置されると、強制徴収の手続きによって督促を行い、指定された期限までに納付がない場合は、
延滞金が課されるだけではなく、納付義務のある方※の財産が差し押さえられることがありますので、早めの納
付をお願いします。
　所得が少ないなど保険料の納付が困難な場合は、保険料が免除・猶予される制度がありますので、市役所の
国民年金窓口へご相談ください。
※納付義務のある方は被保険者本人、連帯して納付する義務を負う配偶者および世帯主です。

　〇５月14日（木）　枕崎市市民会館
　〇５月21日（木）　ちらん夢郷館
　〇５月28日（木）　南さつま市民会館
　※相談時間は各会場、午前10時～午後３時

　本人以外が相談する場合、委任状が必要です。他市の相
談所でも相談可能です。移動年金相談は完全予約制のため、
１週間前までに鹿児島南年金事務所へ予約してください。
その際、基礎年金番号を尋ねられますので、年金手帳や年
金証書をお手元に準備してください。

移動年金相談所

年金について分からないことがありましたら、担当係か近くの年金事務所へご確認ください。
　【お問い合わせ】川市民生活課 市民係、頴・知支所 市民生活係
　鹿児島南年金事務所　☎ 099-251-3111　　日本年金機構ホームページ　　http://www.nenkin.go.jp/

国民年金加入や変更手続きはお済みですか？

こんにちは。“ 食改 ” です ！！
知覧地域の食生活改善推進員より、『八宝菜』をご紹介します。

①　豚肉は食べやすい大きさに切る。
② 　白菜・にんじんは４～ 5㎝長さの短冊切りにしておく。

玉ねぎはくし形に切る。
③ 　きくらげは戻し、千切りにしておく。むきエビはさっ

と茹でる。
④　生姜はみじん切りにする。
⑤ 　鍋に油を熱し、生姜を炒め、豚肉を炒め肉の色が変わっ

たら、②～③の具材を炒め◎で調味し、最後に●でとろ
みをつける。

栄養価
1人分

●エネルギー� 188㎉
●タンパク質　�13.6 ｇ

●脂　　　質　� 9.9 ｇ
●食塩相当量　� �1.0 ｇ

八宝菜

☆ 私たち食生活改善推進員は、地域で食生活改善の活動をしています。地域の公民館
などで栄養教室をしたい！旬の食材を使った料理法を知りたい！など、ご要望があ
りましたら、お知り合いの食改さんまたは保健センターへご連絡ください。

豚肩ロース 160ｇ
むきエビ 120ｇ
白菜 250ｇ
玉ねぎ 100ｇ
にんじん 60ｇ
きくらげ(乾) 4ｇ
生姜 20ｇ

サラダ油 小２
◎水 400㏄
◎ｶﾞﾗｽｰﾌﾟの素 小２
◎酒 小２
●片栗粉 大1・1/2
●水 大２

（
４
人
分
）

　いろいろな食材が入っているので、
栄養もたっぷりの 1品です。だしを効
かせることで、減塩メニューになって
います。
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お　知　ら　せ
　　　　☆こどもの読書週間企画
� 手づくりしおりを作ろう‼☆
　　　　～自分だけのオリジナルしおりを作りませんか？～
　　　　期　間：４月23日（木）～５月12日（火）

　　　　☆新しいDVD・CDが入りました！☆
　　　　【ＤＶＤ】　「羊と鋼の森」 「人魚の眠る家」　 など
　　　　【Ｃ　Ｄ】　「Tｒaｖｅlｅｒ」 Official髭男dism　
　　　　　　　　　「見っけ」スピッツ　「５×20」嵐　 など
　　　　ぜひ、ご利用ください。

知覧

　　　　☆川辺親子読書会 会員募集☆
　　　　 期　間：2020年６月～2021年３月
　　　　日　時：毎月第１土曜日 午前10時半～12時
　　　　場　所：川辺図書室
　　　　対　象： 南九州市在住の乳幼児・小学校低学年と

保護者
　　　　内　容：読み聞かせ・工作など
　　　　年会費：子ども（乳児を除く）１人300円
　　　　※５月16日（土）までに川辺図書室にお申込ください。

川辺

※図書館ボランティア募集中！詳しくは図書館まで。
http://lib-minamikyushu.jp/

＊南九州市立図書館の利用について＊
●１枚のカードで 10冊まで貸し出しができます。
●貸出期間は 2週間です。
●�延長をご希望の方は、返却をする前にカウンターま
でお申し出ください。申し出た日が返却日から 1 週
間以内であり、予約が入っていない本であれば、延
長し、続けて 2週間の貸し出しができます。ただし
延長は１回のみになります。

5 月 の 休 館 日
知覧図書館 ☎0993-83-4939 ㊡月曜、7日㈭、20日㈬
頴娃図書館 ☎0993-27-3311 ㊡火曜、8日㈮、21日㈭
川辺図書室 ☎0993-58-3215 ㊡火曜、8日㈮、21日㈭
5/2㈯～5/6㈬ゴールデンウイークは、全て開館しています。

光回線サービスの乗り換えは慎重に

【お問い合わせ】　南九州市消費生活センター（知  商工観光課内）

● NTT東日本とNTT西日本（NTT東西)が光回線サービスの卸売りを開
始し、多くの事業者が光回線だけでなく、独自サービスなどをセットに
して販売するなど、契約内容が多様化、複雑化しています。

● 勧誘を受けた際は、必ず契約先の事業者名、サービス名などの契約
内容を確認しましょう。NTT東西から他の事業者に乗り換える場合は、
転用承諾番号の取得が必要で、NTT東西との契約はなくなります。

●  「安くなる」などと言われても、他のサービスとのセット契約でかえっ
て高額になったり、現在契約しているサービスの解約料金が発生した
りする場合があります。現在の契約内容を理解した上で検討しましょ
う。

● 困ったときは、消費生活センターなどにご相談ください（消費者ホット
ライン188）。

『理由がわかればもっとおいしい！
� コーヒーを楽しむ教科書』
監　修/井崎　英典
出版社/ナツメ社
　コーヒーに関する知識がイラスト
入りで詳しく解説されており、楽し
みながらコーヒーの知識が身に付く、
コーヒー愛好家必読の一冊です。

『わたしはあかねこ』
作/サトシン　絵/西村敏雄
出版社/文溪堂
　大好きなねこの絵本に自
分の名前も入っていて、お
気に入りです。家族と離れ
て、さみしくて涙を流した
ところは悲しかったけど、
初めて自分のことをすてき
だといってもらえたところ
はうれしかったです。新川　あかね　さん
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【広告に関するお問い合わせ】企画課 広報統計係

日曜・祝日水道修繕当番店

（５月）
川辺地域 知覧地域 頴娃地域

（株）前野設備 （有）森口設備工業 川﨑水道
（会社）56-5800 （会社）59-2285 38-1346
（自宅）56-1336 （自宅）85-3682
日曜・祝日にご家庭で緊急に水道の修繕を依頼したい場合は、
当番店を確認してご連絡ください。

市営住宅（空き家）入居者募集受付

市営住宅の入居者募集受付を、
　４月27日（月）～５月８日（金）に行います。
※詳しくは、市ホームページをご覧になるか、
　担当係へお問い合わせください。

　［担当］建築住宅課  市営住宅係
　　☎0993-83-2511（知覧庁舎）

財政課からのお知らせ

　市では、納期限内に納めている大多数の皆さんとの
公平性を確保するため、滞納処分を強化し、滞納の解
消に取り組んでいます。
◎納税に関する相談
　失業・病気などにより一度に納税することが困難な方
や収入がない方につきましては、随時、納税相談を受
け付けています。

【お問い合わせ】
　収納対策課  収納対策係（頴娃庁舎２階）

31年度滞納処分状況・・・差し押さえを実施した件数

月
差し押さ 
えを実施 
した件数

内　　　　　　　　　訳
捜索

預貯金 給与 保険 不動産 その他

4～2月 275 262 4 5 ０ 4 2

滞納⇒『０』ストップ

南九州警察署管内における交通事故発生状況
（令和２年３月末現在）

区分 ３月中 前年比 累計

発
生

県内 365 － 101 1,036

管
内

知覧 0 0 2
川辺 0 1 10
頴娃 2 － 3 3
合計 2 － 2 15

死
者

県内 4 4 16

管
内

知覧 0 0 0
川辺 0 0 0
頴娃 0 － 1 0
合計 0 － 1 0

傷
者

県内 416 － 124 1,185

管
内

知覧 0 － 1 2
川辺 0 4 13
頴娃 2 － 3 3
合計 2 0 18

「地域の声かけで育む心豊かな青少年」
南九州市青少年健全育成キャッチフレーズ

「青少年育成の日」
毎月第3土曜日

「家庭の日」
毎月第3日曜日

○ 気持ちのよいあいさつと返
事をしよう！

○ 地域の行事に参加しよう！
○ 家の手伝いや読書をしよう！

「 共 通 実 践 事 項 」

☆ 携帯電話などのフィルタリ
ングの設定を積極的に推進
し、家庭でのルールづくり
を実践しましょう。

☆ 子どもに家族の一員として
の役割を持たせ、家族の対
話に心がけましょう。 

ふるさと体験学級　茶レンジ隊
～蒔絵・螺鈿体験で、

筆で絵に色を塗る参加者～

「ただいま」「おかえり」
お家は私の好きな場所

（ひまわりカレンダーより）

市有財産の売払いについて 滞納⇒『０』
　今後も公共的活用の見込まれない市有財産の売払いを予定してい
ます。
■入札予定物件

物件名 所在地 土地面積
1 旧神殿小学校校長住宅跡地（土地・建物） 川辺町神殿 5973-4 495.13㎡

2 旧神殿小学校教頭住宅跡地（土地・建物） 川辺町神殿 6070-2 311.48㎡

3 三俣特定公共賃貸住宅隣接地（土地） 頴娃町牧之内 3024-4 507.62㎡

4 旧別府中学校（土地・建物）頴娃町別府 8644ほか 9筆 37,071㎡

■申込書（募集要項）の配布等
　詳しくは、担当係にお問い合わせください。

［担当］知  財政課 財産管理係
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適正飲酒　10か条

～飲酒　編～適正飲酒で、楽しく元気に過ごそう！！
　適量のお酒にはさまざまな効用があると言われています。家族や友人と語り合ったり笑ったり
しながら、お酒の味とその場の雰囲気を楽しんで上手に飲みましょう！！ 
　適量とは・・純アルコールに換算して約20ｇと言われています。
　計算方法　お酒の量（ml）×【アルコール度数（％）÷100】×0.8
　例）ビール中瓶1本　500ml×【5（％）÷100】×0.8＝20
　まずは、日ごろの自分の飲酒量がどれぐらいか確認してみましょう。

談笑し、楽しく飲むのが
基本です

食べながら、適量範囲で
ゆっくりと

強い酒、薄めて飲むのが
おすすめです

つくろうよ
週に二日は休肝日

やめようよ
きりなく長い飲み続け

許さない　他人（ひと）への
無理強い・イッキ飲み

アルコール
薬と一緒は危険です

飲まないで
妊娠中と授乳期は

飲酒後の
運動・入浴要注意

肝臓など
定期健診忘れずに

出典（公社）アルコール健康医学協会 ［担当］知  保健センター　0993-58-7221
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田
部
田
鎮
守
神
社
の
あ
る
丘
は

「
田
部
田
陣
」と
呼
ば
れ
た
中
世
の

城
跡
で
す
。神
社
の
入
り
口
近
く
の

石
造
り
の
祠
に
、馬
頭
観
音
の
石
仏

が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。南
薩
地
方
で

は
祠
型
の
馬
頭
観
音
や
早
馬
神
が

主
流
で
、川
辺
地
域
で
確
認
さ
れ
て

い
る
唯
一
の
石
仏
型
で
す
。

馬
頭
観
音
は
観
音
菩
薩
の
変
化

身
の
一
つ
で
、三
つ
の
顔
と
八
本
の

腕
を
持
ち
、馬
に
乗
っ
た
姿
を
し
て

い
ま
す
。正
面
の
顔
と
馬
の
顔
が
風

化
し
て
い
ま
す
が
、全
体
的
に
保
存

状
態
が
よ
く
、馬
の
体
は
茶
色
に
着

色
さ
れ
て
い
ま
す
。

祠
の
表
面
が
風
化
し
、一
部
の
文

字
を
除
い
て
銘
文
が
消
え
て
い
ま

す
が
、江
戸
時
代
の
記
録
に
享
保
四

年
（
一
七
一
九
）年
二
月
十
七
日
に

建
立
さ
れ
た
事
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。祠
の
近
く
に
牛
馬
に
ソ
リ
を
引

か
せ
て
競
争
す
る
「
早
馬
場
」が
あ

り
、競
走
で
牛
馬
が
け
が
を
し
な
い

よ
う
に
馬
頭
観
音
が
祀
ら
れ
た
と

言
い
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

田
部
田
の
馬
頭
観
音

（
有
形
民
俗
文
化
財
）
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３
月
受
付
分
（
敬
称
略
）

　
頴
娃
地
域

出
生
児

保
護
者

自
治
会

菱
田　

千ち

聖さ
と

康
志

栫
山

西
山　

珠み

愛あ

誠
矢

麓

安
永　

陽ひ
ろ

登と

美
咲

小
長
田

下
野　

葵き
っ

平ぺ
い

拓
哉

折
尾

飯
伏　

茉ま

叶か

菜な

晃
生

青
戸
中

　
知
覧
地
域

出
生
児

保
護
者

自
治
会

境　

悠は
る

人と

建
人

中
福
良

伊
藤　

七な

保お

由
佳

瀬
世
上

澤
村　

染せ
ん

香か

剛

西
塩
屋

　
川
辺
地
域

出
生
児

保
護
者

自
治
会

松
﨑　

美み

結ゆ

大
嗣

横
手
町

櫨
木　

彩い
ろ

巴は

浩
太
郎
新
町

小
村　

叶の

音あ

真
司

今
村

浜
田　

都と

愛あ

晋
作

古
市

道

野　

迅じ
ん

卓
磨

下
村

東　

未み

來く

月る

祐
太
郎
神
殿
中
服
良

上

野　

禾か

依え

拓
也

川
辺
管
内

桜
庭　

百も
も

花か

秀
樹

仁
之
野

桜
庭　

風ふ

吹ぶ
き

秀
樹

仁
之
野

３
月
受
付
分
（
敬
称
略
）

　
頴
娃
地
域

故
　
人

年
齢

自
治
会

福
吉　

政
秋

59

平
丹
花

新
山　

善
夫

79

栫
山

中

村　

悟

93

中
村

田
之
脇　

信
行

81

水
之
元

矢
越　

義
信

82

矢
越

小
橋　

ト
イ
子

93

石
垣

成
尾　

サ
ヱ

105

石
垣

川
畑　

英
治

87

石
垣

濵
田　

常
久

92

次
下

濵

田　

勉

67

次
下

蓮
子　

タ
ヱ

90

蓮
子

　
知
覧
地
域

故
　
人

年
齢

自
治
会

栫
井　

ヒ
ロ
子

84

池
之
河
内

佐
多　

保
男

96

打
出
口

堂
園　

日
支
子

88

厚
地

塗
木　

一
眞

88

飯
野

冨
永　

ヒ
ミ

100

瀬
世
向

東
垂
水　

通

87

東
垂
水

園

山　

堅

84

大
隣

中
木
原　

久
子

82

中
木
原

中
村　

孝
弘

65

松
ケ
浦

　
川
辺
地
域

故
　
人

年
齢

自
治
会

𫝆
村　

レ
イ
子

87

平
山
上

有
薗　

浩
己

54

平
山
中

橋
口　

勇
吉

84

平
山
中

西　

ト
キ
エ

95

永
田
西

古
市　

シ
ヅ

93

古
市

小
薗　

盛
雄

81

永
田
上

原
田　

サ
ツ
エ

96

原
田

諸
麥　

ヱ
ル

84

諸
麦

桐
木
平　

ミ
ル

93

桐
木
平

徳
田　

醇
治

79

藤
の
下

松
園　

ヨ
ツ
子

89

宮
中
福
良

前
田　

立
美

79

小
野

本
田　

光
紀

75

今
田
上

内
倉　

国
光

92

迎
方

木
原　

實
穗

77

荒
殿

藤
田　

忠
志

87

軸
屋

日
笠　

京
子

78

神
之
下

野
間　

マ
サ

92

野
間
里

　
管
　
外故

　
人

年
齢

自
治
会

鶴
留　

正
義

78

東
京
都
板
橋
区

男女 総人口
34,452人
（前月比：－251）

人口と世帯数
（ 住 民 基 本 台 帳 ）
令和２年３月 31 日現在

18,370 人
（前月比：－127）

16,082 人
（前月比：－124）

世帯数：16,664戸（前月比：－13）

短
　
歌

【
頴
娃
歌
会
】

を
ち
こ
ち
の
菜
の
花
目
に
し
一
輪
の

　
　
　
　
花
送
り
来
亡
き
父
の
顕
つ

�

松
尾
　
冨
美
子

病
ひ
得
て
世
話
に
な
る
事
多
し
日
々

　
　
　
　
姉
妹
の
話
題
母
の
節
く
れ
指

�

飯
山
　
美
紀
子

【
知
覧
短
歌
会
】

「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
プ
リ
ン
セ
ス
」
と
ふ
美は

し
き
名
も

　
　
　
　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
そ
の
名
を
遺
こ
す

�

河
野
　
ヤ
ス

憂
き
世
な
る
由
無
し
事
を
う
け
入
れ
て

　
　
　
　
春
の
調
べ
の
浜
辺
を
歩
く

�

門
口
　
代
津
子

俳
　
句

【
広
瀬
川
句
会
】

親
の
歳
越
し
て
感
謝
の
年
新
た

�

福
永
　
純
子

蕗
の
薹
滲
み
る
人
生
味
深
し

�

室
屋
　
洋
一

　

い
よ
い
よ
春
ら
ん
ま
ん
の
季
節
と
な
り

ま
し
た
。４
月
は
入
学
や
進
学
、
就
職
な

ど
で
新
生
活
を
ス
タ
ー
ト
す
る
時
期
で

す
。
慣
れ
な
い
環
境
に
不
安
も
あ
る
で

し
ょ
う
が
、
み
ん
な
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま

す
。
表
紙
の
桜
を
見
て
春
が
届
き
ま
す
よ

う
に
！
４
月
か
ら
編
集
ス
タ
ッ
フ
も
新
た

な
メ
ン
バ
ー
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
１

年
間
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

�

（
峯
）
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広報

日曜・祝日の当番医 ☎市外局番（0993）日 曜日 行　事　・　事　業 時　間 場　　所
1 金
2 土
3 日 憲法記念日
4 月 みどりの日
5 火 こどもの日
6 水 振替休日
7 木 母子手帳交付（頴娃）  9：30～11：00 頴娃保健センター

母子手帳交付（川辺）  9：30～11：00 川辺保健センター
8 金
9 土
10 日
11 月 母子手帳交付（知覧）  9：30～11：00 知覧保健センター
12 火 育児・健康相談（知覧） 10：00～11：30 知覧保健センター
13 水 育児・健康相談（頴娃） 10：00～11：30 頴娃保健センター
14 木 育児・健康相談（川辺） 10：00～11：30 川辺保健センター
15 金
16 土 悩み相談室 13：00～17：00 ちらん夢郷館
17 日
18 月 心配ごと相談、行政相談  9：00～12：00 知覧老人福祉センター
19 火
20 水 母子手帳交付（頴娃）  9：30～11：00 頴娃保健センター
21 木 母子手帳交付（川辺）  9：30～11：00 川辺保健センター
22 金
23 土

24 日
「燃ゆる感動かごしま国体」
デモンストレーションスポーツ
ディスクゴルフ大会

 8：00～ 知覧平和公園

25 月 母子手帳交付（知覧）  9：30～11：00 知覧保健センター
26 火
27 水
28 木
29 金
30 土
31 日

〜 保健センター開放日〜
職員が常駐し、育児や健康について

の相談会などを実施します。

■ 頴娃保健センター
毎週水曜日：５/13、20、27
　　　　　�５/７（木）
時間：�８：30～17：15

■ 川辺保健センター
毎週木曜日：５/７、14、21、28
時間：�８：30～17：15

※水、木曜日が祝日の場合、開放日が
前後することがあります。

※詳しくは、市ホームページをご覧にな
るか、知覧保健センターへお問い合
わせください。

〜 子育て広場（参加自由） 〜
時間：�10：00～12：00

■ プッチランド
５/12、19、26（知覧地区公民館）

■ キラキラくらぶ
５/７（知覧保健センター）
５/21、28（知覧文化会館）

■ 子育ておしゃべり広場
５/12、19、26（勝目地区公民館）
５/13、20、27（第１児童館）

■ ひよこサークル
５/13（頴娃保健センター）

■ かわなベイビーズ With おかん
５/14（川辺保健センター）

■ 子育て広場つみき
５/１、８、15、22、29
� �（地域子育て支援センターつみき）
５/13（子育て利用者支援センターつみき）
５/11（川辺保健センター）

※（枕）枕崎市立病院（0993-72-0303）
　 小児診療：５月３日、10日、17日、24日、31日
　（10：00～17：00）　　
※ （指）は指宿市、（南）は南さつま市、（枕）は枕崎市にあ

る医療機関です。
※ 休日当番医は変更になることがあります。県医師会サ

イトでご確認ください。

県医師会

３日（日）
清小児科 ［小児科］ 58-3228

（指）指宿医療センター ［外・内科］ 22-2231
（南）神前クリニック ［内科・肛門］ 52-7771
（南）加世田シティー内匠眼科［眼科］ 53-2958
（枕）枕崎市立病院 ［内科］ 72-0303
（枕）尾辻病院 ［外科］ 72-5001
４日（月）
南薩ケアほすぴたる ［内科］ 56-1155

（指）生駒外科医院 ［外・内科］ 22-3059
（南）県立薩南病院 ［外科］ 53-5300
（南）酒瀬川医院 ［内科］ 55-2119
（枕）サザン・リージョン病院 ［内・外科］ 72-1351
（枕）にしだ泌尿器科 ［泌尿器科］ 73-5556
５日（火）
菊野病院 ［整形外科］ 56-1135

（指）今林整形外科病院 ［外科］ 22-2710
（指）橋口医院 ［内科］ 35-0022
（南）大迫クリニック ［内・胃・放・循］ 63-0051
（南）金子医院 ［内科］ 52-2730
（枕）小原病院 ［内・外科］ 72-2226
６日（水）
松岡救急クリニック ［内・外科］ 78-3789

（指）小吉胃腸科クリニック ［内科］ 24-2011
（南）南さつま中央病院 ［外科］ 52-0202
（南）西田医院 ［内科］ 77-0115
（枕）茅野内科医院 ［内科］ 72-1006
（枕）久木田整形外科病院 ［整形外科］ 72-3155
（枕）枕崎こどもクリニック ［小児科］ 58-1085
10日（日）
上原整形外科クリニック ［整形・リハ］ 58-3077

（指）こどもの森小児科クリニック［内科］ 27-1010
（南）有馬病院 ［外・内科］ 52-2367
（南）加藤小児科・内科 ［内・小児］ 52-2239
（枕）国見内科医院 ［内科］ 72-0066
（枕）サザン・リージョン病院 ［外科］ 72-1351
（枕）園田病院 ［眼科］ 72-0165
17日（日）
鰺坂耳鼻咽喉科 ［耳鼻科］ 56-6222
まつやまクリニック ［内・外・胃］ 83-3927
笹川医院 ［内・児・外・リハ］ 27-4122

（指）池田診療所 ［外科］ 26-2101
（指）宮薗クリニック ［内科］ 32-2001
（南）県立薩南病院 ［内科］ 53-5300
（南）ふくいわ耳鼻咽喉科クリニック［耳鼻咽喉科］ 53-3387
（枕）有山内科 ［内科］ 72-5811
（枕）小原病院 ［外科］ 72-2226
24日（日）
川辺生協病院 ［消・内・呼・循］ 56-6111

（指）いぶすき内科 ［内科］ 23-3239
（南）唐仁原内科クリニック ［内科］ 53-3500
（南）松岡医院 ［耳・内科］ 52-2733
（枕）溝口クリニック ［内科］ 73-5330
（枕）尾辻病院 ［外科］ 72-5001
31日（日）
東外科胃腸科医院 ［外科］ 56-4864

（指）肥後胃腸科クリニック ［外科］ 35-2148
（指）指宿おおしげ内科 ［内科］ 23-0788
（南）小山クリニック ［内科］ 77-2225
（南）吉見医院 ［内科］ 62-2333
（枕）枕崎市立病院 ［内科］ 72-0303
（枕）久木田整形外科病院 ［整形外科］ 72-3155
（枕）ウエルフェア九州病院 ［精神・心療内科］ 72-0055


